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●主な内容

平成21年　卯月

4
No.37

４月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口43,915人（+108）　男22,016人（+57）　女21,899人（+51）・世帯数15,324世帯（+91）

ドキドキッ ワク
ワクッ

　    保育所デ
ビュー!!

　市内に６カ所ある市立保育所で４月４日、平成21年度入所式が行われ、１歳から５歳までの子どもたち428人
が、新たな一歩を踏み出しました。（写真＝伊奈第４保育所）
　子どもたちは、保護者の方々が見守る中、これから始まる保育所での生活に期待を膨らませ、目を輝かせなが
ら式に臨んでいました。

広
報

P2　平成21年度予算
P4　平成21年度主要施策概要
P6　子育て応援特別手当給付します
P7　ハーモニーフライトいばらき2009団員募集
P8　NHK「真打ち競演」公開録音観覧者募集

P10　平成21年度人事異動
P11　パスポート申請・受領が市役所でできます
P12　介護保険料が改正されました
P14　平成21年度市税などの納期限一覧表
P21　人間ドック・脳ドックのお知らせ
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《一般会計・特別会計》
会 計 名 予 算 額 前 年 度 比

一 般 会 計 138億6,230万円　 0.7%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 43億1,805万8千円 0.9%

老 人 保 健 703万8千円 △97.3%

後期高齢者医療 2億7,295万7千円 △1.5%

介 護 保 険 20億6,289万9千円 △0.5%

公 共 下 水 道 12億2,700万4千円 △14.0%

農 業 集 落 排 水 3億 593万9千円 27.1%

市 営 分 譲 住 宅 5,604万8千円 2.5%

合 計 221億1,224万3千円 △1.2%

　　　　　　　《 企 業 会 計 》
水
道
事
業
会
計

区 分 決 算 額

収 益 的 収 支
収 入 10億 6,482万円
支 出 10億 5,084万 8千円

資 本 的 収 支
収 入 3億 6,332万 7千円
支 出 4億 6,893万 7千円

平成21年度予算がスタート

　　　　　　　会計別予算額
　一般会計とは、市の行政運営の基本的な経費を計上している会
計で、市税や国・県からの補てん金などが主な財源です。これに
対して特別会計は、特定の事業を行うための会計で、主として保
険料や使用料などの収入で賄われています。また、公営企業会計
は、事業によって得る収入で支出を賄う採算型の会計です。

予算総額２２１億１２２４万円
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自主財源
76億3千円(54.8％）

依存財源
62億6,229万7千円
（45.2％）

その他（※２）3億400万円（2.2％）

地方譲与税　
2億6,900万円（1.9％）

国が徴収した特定の税目の税収を
一定の基準により譲与されるもの

地方特例交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
配当割交付金
利子割交付金
株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金

6,600万円
1億2,000万円
7,670万円
800万円
2,580万円
 320万円  
430万円

歳 入
138億6,230万円

※２内訳

1億3,993万円
1億2,116万9千円
2,234万6千円
30万1千円

分担金および負担金
使用料および手数料
財産収入
寄附金

一般会計　歳入

歳 出
138億6,230万円

議会費  1億4,349万9千円　市議会の運営のための経費
商工費  1億2,449万7千円　商工業や観光の振興のための経費
諸支出金  　  506万1千円　他の支出科目に含まれない経費
災害復旧費　　　   1千円　災害で被害を受けた施設などを原形に復旧するための経費
予備費                1,000万円　予算外の支出または予算超過の支出に充てるための経費

一般会計　歳出

総務費  15億1,076万3千（10.9％）
　　庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
　　税金の徴収などのための経費

 消防費   8億967万円（5.9％）
消防や防災対策などのための経費

教育費　16億2,275万1千円
（11.7％）

幼・小・中学校教育、生涯学習の充
実やスポーツ振興のための経費

議会費・商工費・諸支出金・
　　災害復旧費・予備費

2億8,305万8千円（2.0％）

繰越金　2億5,000万円（1.8％）
前年度の決算上の余剰金

　行政目的別で見る
市民一人当りの予算額
 4月1日現在の人口 43,915人

315,662円
 民生費  35億9,580万2千円 
 （25.9％）
 福祉や医療などの充実のための経費

土木費  26億3,852万4千円（19.0％）
   道路や公園などの施設整備のための経費

 公債費   16億3,171万7千円(11.8％）
市債の元金・利子や一時借入金の利子を
支払うための経費

  衛生費　10億6,757万円（7.7％）
健康診査や予防接種、健康増進、
ごみ処理などのための経費

 農林水産業費 
  7億244万5千円(5.1％）
農林水産業の振興のための経費

 市　税　57億9,313万2千円（41.8％）
市民税、固定資産税、軽自動車税など

 繰入金    9億5,363万8千円（6.9％） 
市の他の会計や基金（貯金）からの繰り入れ

 諸収入　3億1,948万7千円（2.3％）
他の収入科目に含まれない収入など

その他（※１）2億8,374万6千円
（2.0％）　

 地方交付税
22億1,000万円（16.0％）
一定の基準により国税を国
から交付されるもの

 市　債
15億2,490万円（11.0％）
大規模な事業を行うために、
市が国などから調達する長
期的な借入金

 国庫支出金
9億4,093万2千円（6.8％）
国から市の特定の経費に対し
て交付される補助金など

 県支出金
6億5,446万5千(4.7％）
県から市の特定の経費に対
して交付される補助金など

 地方消費税交付金
3億5,900万円（2.6％）
地方消費税の一部を財源
として、県から一定の基
準により交付されるもの

民生費  ⇨ 81,881円

土木費  ⇨ 60,083円

公債費  ⇨ 37,156円

教育費  ⇨ 36,952円

総務費  ⇨ 34,402円

衛生費  ⇨ 24,310円

消防費  ⇨ 18,437円

農林水産業費

 　　　 ⇨ 15,996円

議会費  ⇨   3,268円

商工費  ⇨   2,835円

その他  ⇨  　342円

 ●自主財源⇨市が市税や使用料など自主的に徴収または収納できる財源
　●依存財源⇨国や県の基準に基づいて交付されたり、割り当てられる財源

※３

(諸支出金・災害復旧費・予備費)

※３内訳

※１内訳

市民一人当りが
負担するお金

 4月1日現在の人口 43,915人

131,917円
※市税全体÷4月1日現在人口で算出

※歳出÷4月1日現在人口で算出
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活力に満ちた　うるおいとやすらぎのまちを目指して！

  やさしさとやすらぎが 　　　あふれるまちづくり      （保健・医療・福祉の充実）
▼予防接種委託料　　　　　　　　　         4,315万円
▼健康診査・がん検診事業　　　　　  3,258万9千円
▼乳幼児健康診査事業　　　　　　          472万5千円
▼生活習慣病予防事業　　　　　　　        75万8千円
　平成21年２月現在、市の高齢化率は21.1％となり、
前年に比べ約１％上昇しています。年々高まる高齢化
や医療費の増加に対応するため、保健福祉センターを
核として、健康診断ならびに健康増進事業を推進して
いきます。

▼介護保険特別会計繰出金　　　　2億8,666万4千円
　高齢者福祉においては、平成21年度から始まる第４
期介護保険事業計画および老人福祉計画に基づく地域
密着型介護サービスを推進し、高齢者が要介護状態に
なっても、可能な限り住み慣れた自宅や地域での生活
ができるよう支援します。

▼妊婦・乳児医療機関健康診査事業 　  3,979万8千円
▼新生児訪問事業　　　　　　                    123万2千円
▼児童クラブ事業費                                       3,723万6千円
▼市内民間保育所運営費補助金　 　1億3,309万7千円
　少子化対策として、安全で安心な出産をしていただ
くため、この２月から14回に拡充した妊婦健康診査へ
の公費助成を継続するとともに、新生児家庭を訪問し
育児不安の緩和を図ります。
　また、新たに小張小学校に放課後児童クラブを開設
するなど、仕事などで放課後保育できない保護者の方
の子育て支援と、子供たちの健全育成を図ります。

　うるおいのある快適で
　　安心なまちづくり
　 　　（生活環境の整備）
▼ごみ収集運搬委託料 　　　　　　1億1,811万1千円
▼常総衛生組合負担金                            1億5,289万8千円
▼常総地方広域市町村圏事務組合負担金   3億3,858万9千円
　低炭素社会の実現のため、グリーンカーテン（つ
る性植物）を市庁舎に施すとともに、地球温暖化防止
対策とごみ減量化対策の一環として、レジ袋の無料配
布中止を市内の商店に協力をいただき実施していきま
す。

▼公共下水道事業特別会計繰出金     4億1,807万5千円
▼農業集落排水事業特別会計繰出金　2億105万7千円
　住環境問題については、平成21年度より三島地区農
集排事業に着手し、住環境の向上と公共水域の水質保
全を図ります。

▼耐震性貯水槽設置工事費　　 　　　　　2,260万円
▼消防団車庫新築・解体工事費　　　　         780万円
　安心して暮らせる地域づくりを積極的に進めます。
いつ起きても不思議ではないとされる「南関東直下型
地震」をはじめ、台風や集中豪雨などの自然災害から
市民の生命・財産を守ることは、行政の最も基本的な
役割の一つです。平成20年度は、防災行政無線から緊
急放送される全国瞬時警報システムを整備し、また全
職員を対象に防災訓練を実施するなど、防災体制の強
化を図ってきましたが、さらなる強化のため、消防団
施設などの更新や消防水利の整備も計画的に実施して
いきます。

▼防犯灯新設・移設工事費                            139万5千円
▼防犯灯光熱水費 　　　                                   2,200万円
　みらい平駅前の交番設置ならびに小絹地区の駐在所
移設については、平成21年度に実施される見通しとな
りました。「安心して暮らせるまちづくり」が飛躍的に
進展するものと期待しています。

　みんなを結ぶ
　　　みらいのまちづくり
　　（都市基盤の整備）
▼道路体系整備計画書策定業務委託　　　 　247万8千円
▼都市計画マスタープラン策定業務委託料　 675万7千円
　平成20年度から検討を進めている、まちづくりの指
針となる「都市計画マスタープラン」、都市基盤の骨格
となる道路体系の整備計画を策定します。

▼循環バス運行事業補助金　　                  2,369万5千円
　公共交通については、昨年、コミュニティバスの運
営について、市民の皆さまのご意見を伺い、検討委員
会においてルートなどの見直しを検討しています。今
後は検討委員会の意見を基に、より効率的かつ効果的
なルートに変更していきます。

▼豊体横町下宿線整備事業　　　  　1億6,122万9千円
▼小張バイパス整備事業　　　  　　　   3,279万7千円
▼都市計画道路東楢戸台線整備事業　　4,022万8千円
▼伊奈・谷和原丘陵部一体型特定土地区画整理事業負
　担金　　　　　　　　　　　　　　　1億9,000万円
　つくばエクスプレスが開通して３年半を経過し、駅
周辺の開発に伴い人口も合併時と比較して約 2,500人
の増加、率にすると6.2%の伸びとなります。引続き駅
周辺開発の促進を図り、人口の定着とまちの賑わいを
図ります。
　合併特例債事業として整備を進めている豊体横町下
宿線については、一層の事業推進を図ります。また、
既に事業着手済みおよび着手予定の合併特例債事業に
ついては、将来にわたる市の財政状況を十分に検証し、
今後、事業規模および事業計画年次の見直しを含めた
検討を行います。
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　個性きらめく
　学びあいのまちづくり
　（教育・文化・スポーツの振興）
▼ＡＬＴ業務委託料　 　　　　　　　　　  2,583万円
　平成23年度に施行される、「新小学校学習指導要領」
により実施される小学校英語教育については、これを
前倒しして平成21年度に外国語指導助手の増員を図
り、小学校１年生から４年生まで15単位、５年生と６
年生については35単位の英語授業を導入します。

▼学校給食施設費 　　　　　　　　 3億9,936万5千円
　学校給食では、地産地消の推進を図り食育ならびに
食の安全の推進を図ります。

▼放課後子ども教室事業　　　    　　　　591万5千円
　放課後に子どもたちが安全で、安心して健やかに育
まれるよう、板橋・小絹・谷原小学校と県立伊奈養護
学校に放課後子ども教室を開設し、地域の方々の参画
を得ながら、学習やスポーツ・文化活動などに取り組
みます。

▼幼稚園・保育所施設実施設計業務委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　    　 1,835万8千円
　幼児教育的ニーズに対応した教育を展開するため、
老朽化した谷和原幼稚園と谷和原第２保育所を同一敷
地に移転した施設の実施計画に着手します。
　
▼公立学校施設耐震化推進事業　　　     1,381万6千円
　学校施設の耐震化は、平成20年度ですべての小中学校
体育館の耐震補強を完了しましたので、今後は、計画的
に耐震化を図り、安心して学べる環境づくりを目指しま
す。

▼間宮林蔵記念館事業費 　　　　　 　　 541万9千円
▼間宮林蔵海峡発見２００年祭実行委員会補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    52万円
　本年は間宮海峡発見200年という節目の年であること
から、郷土の偉人の志を幾世の時代までも伝承するた
め、間宮林蔵ゆかりの地での顕彰事業を実施します。

 安定した行財政基盤による
 自立したまちづくり
 　　（適正な行財政運営）

　多様な市民ニーズに対応しながら、効率的で効果的
な行政サービスを提供するために、さらなる行財政改
革を進めます。
　平成21年度は、「行財政改革大綱」ならびに「集中改
革プラン」の最終年次であることから、市の将来像で
ある「活力に満ちた　うるおいとやすらぎのまち」実
現に向け、さらなる事業の推進を図ります。
　また、公共施設の使用料は、利用する方と利用しな
い方との公平感の確保を図るため、適正な使用料の改
正を検討していきます。

▼市税収納代行委託料　　                              318万4千円
▼市税口座振替手数料　　                                 47万3千円
　ライフスタイルの多様化に対応するため、「いつでも」
「どこでも」気軽に市税などの納付ができるよう、こ
れまでの金融機関や市役所窓口に加え、24時間納付が
可能となるコンビニエンスストアにおける納付を開始
し、納税者の利便性と収納率の向上を図ります。

▼旅券事務事業費　　                                       318万8千円
　これまで取手市や土浦市まで行かなくてはならな
かった旅券の申請や受領について、本年６月から市役
所伊奈庁舎窓口で実施します。
　

▼コミュニティセンター事業費　  　 2,747万1千円　
　谷井田・小絹・板橋コミュニティセンターなどを活
用し、地域住民の自主的・主体的な活動を支援します。

▼広報紙等印刷製本費　 　　　　　　　 606万9千円
　行政効果を高めるには、正確で解りやすく行政情報
を開示することでの「情報の共有化」が必要ですので、
広報紙やホームページの充実を図ります。

みんなが主役の
 　協働のまちづくり
 　　（コミュニティ醸成）

　活力ある産業を育てる
　まちづくり（産業の振興）
　市の財源を確保するうえで、企業誘致は不可欠であ
るため、昨年設立した「つくばみらい企業誘致等促進
協議会」を主に、歴史公園周辺への企業誘致を推進し
ていくとともに、先ごろ設立した「茨城県南部（つく
ばみらい市・取手市・利根町）地域産業活性化協議会」
により、企業の誘致ならびに既存企業の支援強化を図
ります。

▼プレミアム商品券補助金　　　  　　　   1,000万円
　個人消費が減少傾向にある中で、地域経済の活性化
は重要であり、平成21年度給付予定の定額給付金にあ
わせ地域経済の活性化を図るため、市商工会と連携し

てプレミアム付きの商品券を発行し、市内での消費拡
大に取り組みます。

▼農業振興整備計画策定業務委託料   　       551万7千円
▼水田農業構造改革対策個人助成金           1億3,543万円
▼水田農業構造改革対策担い手助成金     　    1,122万円
　市の基幹産業である農業については、付加価値のあ
る特産品作りや農業生産物の高品質化に取り組むとと
もに、地産地消の推進を図り、安全、安心、新鮮な農
産物を提供できる魅力ある農業環境を整備します。
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１ 

対
象
者 「

子
育
て
応
援
特
別
手
当
」

　
　
　
　
　
　
　

    

を
給
付
し
ま
す

忘 れ ず に 申 請 を！

　

国
の
生
活
対
策
の
一
環
と
し
て
、
多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
を
支
援
す
る

た
め
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
世
帯
主
に
対
し
、
平
成
20
年
度
限
り
の
措
置
と
し
て
、

「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」
を
給
付
し
ま
す
。

　

本
年
2
月
1
日
（
基
準
日
）
時
点

の
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票

（
短
期
滞
在
者
と
不
法
滞
在
者
は
除

く
）
で
、 

１
世
帯
に
３
歳
以
上
18
歳

以
下
の
子
ど
も
（
平
成
２
年
４
月
２

日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
）
が
2

人
以
上
い
て
、か
つ
第
２
子
以
降
が
、

就
学
前
３
学
年
（
平
成
14
年
４
月
２

日
〜
17
年
４
月
１
日
生
）
に
該
当
す

る
家
庭
の
世
帯
主
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
支
給
算
定
と
な
る
児
童
は
、
第
２

　

子
以
降
の
就
学
前
3
学
年
の
児
童

　

で
す
。

　

対
象
児
童
一
人
あ
た
り
3
万
6
千

円
で
す
。（
所
得
制
限
な
し
）

　

市
か
ら
、
該
当
す
る
世
帯
主
の
方

に
「
申
請
書
」「
案
内
」「
返
信
用
封

筒
」
を
郵
送
し
ま
す
（
４
月
１
日
か

ら
順
次
郵
送
）。
届
い
た
案
内
を
ご

覧
に
な
り
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
返

信
用
封
筒
に
入
れ
て
、
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

原
則
、
世
帯
主
名
義
の
金
融
機
関

口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
支
払
い
時
期
は
、
申
請
書

類
を
不
備
な
く
受
理
し
て
か
ら
、
１

〜
２
カ
月
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

①
申
請
書　

②
申
請
者
の
公
的
身

分
証
明
書
（
住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
外
国
人
登
録

証
明
書
な
ど
）
の
コ
ピ
ー
、
③
通

帳
の
見
開
き
部
分
（
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
）
の
コ
ピ
ー

　

受
け
付
け
開
始
後
、６
カ
月
間（
厳

　

こ
の
手
当
の
給
付
を
装
っ
た
「
振

り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐

取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
市
や
総
務
省
・
厚
生
労
働
省
な
ど

　

が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な

　

ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操
作

　

を
市
民
の
方
に
依
頼
す
る
こ
と
は

　

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

〇
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
他
人

　

 

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う

受付期間
４月15日㈬
　～ 10月15日㈭

２ 

給
付
額

４ 

申
請
方
法

３ 
受
給
方
法

６ 

申
請
書
類

　
　
　
（
添
付
書
類
）

５ 

申
請
期
限

７ 

ご
注
意
く
だ
さ
い

あなたの世帯は該当する？
平成21年2月1日時点の住民票または外国人登録原票上（短期滞在
者と不法滞在者は除く）で、 １世帯に3歳以上18歳以下の子ども
（H2.4.2 ～ H17.4.1生）が2人以上いますか？

そのうち、第2子以降に、就学前3年間
（H14.4.2 ～ H17.4.1生）の子どもが
いますか？

 手当に該当しません

 手当に該当します  手当に該当しません

申請期限（10月15日）までに添付書類を添えて申請してください（期
限を過ぎると辞退したと見なされますのでご注意ください）

守
）
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
す
べ

て
辞
退
と
見
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
開
始
日
は
４
月
15
日
㈬
で
す
。

※
最
終
期
限
日
は
10
月
15
日
㈭
（
当

日
消
印
有
効
）
で
す
。

こ
と
は
、
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。 

〇
市
や
総
務
省
・
厚
生
労
働
省
な
ど

　

が
、
手
当
の
給
付
の
た
め
に
、
手

　

数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
市
民
の

　

方
に
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

　

ま
せ
ん
。

〇
エ
ク
ス
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
等
で
現

　

金
を
送
付
す
る
よ
う
依
頼
す
る
こ

　

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
や
総
務
省
・
厚
生
労
働
省
の
職

　

員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話

　

が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
速
や
か
に

　

警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎手当に該当する方のうち、基準日(平成21年2月1日)時点で、つくば
　みらい市以外の住所であった方は、基準日時点の住所地で申請して
　ください。
※申請期間は、各市区町村で異なりますので、必ず当該市区町村窓口
　へ確認してください。

はい いいえ

はい いいえ↓ ↓

↓

↓

↓

　　厚生労働省ホームページ（URL　http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/juyou/kosodate/index.html）

伊奈庁舎児童福祉課
☎58-2111(内線1162)

申 問
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『
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
』

　

市
立
保
育
所
で
は
、

子
育
て
に
関
す
る
知

   

〜
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す 

〜

　　　　　月・活動時間
 保育所
 申し込み先

５　　月
午前９時30分
　　   ～ 11時

６　　月
午前９時30分
　　　～ 11時

伊奈第１保育所
　山王新田1253(☎58-2422)

12日(火)
一緒に散歩

３日(水)
ふれあい・外あそび

伊奈第２保育所
 　小張4705(☎58-1025)

15日(金)
戸外あそび

19日(金)
一緒に散歩

伊奈第３保育所
長渡呂新田715(☎58-1597)

20日(水)
春の散歩

17日(水)
七夕飾りを作ろう

伊奈第４保育所
　狸穴1072-14(☎58-6002)

12日(火)
戸外あそび

９日(火)
一緒に散歩

谷和原第１保育所
仁左衛門新田641(☎52-2100)

19日(火)
戸外あそび

16日(火)
砂あそび

谷和原第２保育所
　小絹415(☎52-4217)

27日(水)
一緒に散歩

24日(水)
体操・リズム

●参加対象　出産前後の妊産婦および就学前の乳幼児とその保護者

識
、
経
験
、
技
術
な
ど
を
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
積
極
的
に
提
供
し
、
保
護

者
の
方
の
子
育
て
に
対
す
る
負
担
や

不
安
な
ど
軽
減
す
る
た
め
に
、「
あ
そ

び
の
ひ
ろ
ば
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
６
カ
所
の
市
立
保
育
所
が
、

そ
れ
ぞ
れ
内
容
と
日
程
を
決
め
て
、

同
年
齢
の
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
遊
ぶ

こ
と
で
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
遊
ば

活動予定（５月～６月） 遊
び
に
来
て
ね

せ
方
や
か
か
わ
り
方
を
知
る
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
と
あ
わ

せ
て
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や
悩
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
語
り
合
う
保
護

者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
保
育

園
の
園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

※
ご
利
用
に
な
り
た
い
保
育
所
に
、           

　

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。※あそびのひろばの他に、毎日園庭開放も行っています。ご利用ください。

ハーモニーフライトいばらき2009

団員募集!!
　
茨
城
県
で
は
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
た
地
域
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

た
め
、
男
女
共
同
参
画
を
は
じ
め
、
環
境
・
福
祉
・
教
育
を
テ
ー
マ
に
し
た
海

外
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
一
昨
年
は
１
人
、
昨
年
は
２
人
の
市
民
の
方
が
応
募
さ
れ
、
厳
正
な
審
査
の

も
と
団
員
と
な
り
、
海
外
の
男
女
共
同
参
画
社
会
を
肌
で
感
じ
て
こ
ら
れ
、
昨

年
は
市
の
男
女
共
同
参
画
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
は
も
と
よ
り
、
茨
城
県
の
男
女
共
同
参
画
事
業
を
進
め
て
い
く
立
役
者
に

な
り
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

◆
研
修
先
＝
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス

◆
派
遣
期
間
＝
10
月
25
日
㈰
〜
31
日
㈯
の
７
日
間

◆
参
加
費
＝
24
万
円
程
度
（
渡
航
経
費
の
２
分
の
１
、　

事
前
・
事
後

　

研
修
費
と
し
て
）

◆
事
業
概
要
＝
海
外
派
遣
の
ほ
か
、
１
年
を
通
し
て
研
修
を
実
施
し
、

　

日
本
お
よ
び
県
内
、
そ
し
て
海
外
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
状
況
な

　

ど
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
研
修
に
参
加
す
る
団
員
や
女
性
団
体
と
の

　

交
流
を
図
り
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
ま
す
。

◆
研
修
内
容 

＝

　

・
派
遣
国
で
の
活
動
（
課
題
研
究
（
男
女
共
同
参
画
）・
テ
ー
マ　

　
　

研
究
（
環
境
・
福
祉
・
教
育
）・
自
主
企
画
研
究 

）

　

・
事
前
研
修
（
宿
泊
あ
り
）

　

・
事
後
研
修 

　

・
報
告
書
の
作
成 

　　 茨城県知事公室女性青少年課
           ☎029-301-2178 (ダイヤルイン)　URL　http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/bugai/josei/　

問

　

・
報
告
会
の
実
施 

◆
募
集
期
限
＝
５
月
13
日
㈬
ま
で

◆
募
集
人
員
＝
13
人

◆
応
募
資
格
＝
30
歳
以
上
61
歳
未
満
（
平
成
21
年
４
月
１

　

 

日
現
在
）
で
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
５
年
以
上
県
内
に

居
住
し
て
い
る
女
性
の
方
。
た
だ
し
、
茨
城
県
主
催
の

海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
る
方
、
国
ま
た

は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員
お
よ
び
公
務
員
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
＝
申
込
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
伊
奈
庁
舎
秘

　

書
広
聴
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
書
類
は
秘
書
広
聴

　

課
備
え
付
け
、
ま
た
は
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

研修先：オランダ・フランス
昨年実施されたハーモニーフライト2008の様子

（イギリス・ケント州政府での研修）
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　　　　 　　つくばみらい市市制３周年記念

ＮＨＫ｢真打ち競演｣公開録音が行われます
　市とＮＨＫ水戸放送局では、市制３周年記念の一環として、ＮＨＫラジオ番組「真打ち競演」の公開録音を行います。  この
番組は、漫才・漫談・落語などの選りすぐりの出演者による公開演芸番組です。
　観覧をご希望の方は、下記の要領でお申し込みください。

主　催　　つくばみらい市、ＮＨＫ水戸放送局
日　時 平成21年６月20日㈯
　　　　　　　　開場/午後3時30分　開演/午後4時30分
　　　　　　　　終演予定/午後6時20分　　　

会　場 きらくやま 世代ふれあいの館
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（神生５３０）

出演者 青
あおぞら

空 球
きゅうじ

児･好
こ う じ

児（漫才）　
【50音順】    入

いりふねてい

船亭 扇
せんゆう

遊（落語）
                   春

か す が

日 三
さんきゅう

球（漫談）

                   古
こ こ ん て い

今亭 寿
じゅすけ

輔（落語）
                   チャーリー･カンパニー（コント）　
                   ひびきわたる（漫談）　
司　　会　　ＮＨＫ水戸放送局アナウンサー

申し込み方法
 　郵便往復はがきの「往信用裏面」に、郵便番号･住所･名前･電話番号、「返信用表面」に郵便番号･住所･名前を明記して
お申し込みください。（１枚2人有効：１歳以上のお子さまから入場整理券が必要です。）　※応募多数の場合は抽選のうえ、

入場整理券をお送りします。

〔あ て 先〕〒300-2395　つくばみらい市福田１９５番地　　
　            つくばみらい市役所 総務部企画政策課　「真打ち競演」係
※ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

※オークション等での転売を目的としたお申し込みは固くお断りいたします。また、売買を目的としたお申し込みである

　と判明した場合には、抽選対象外とさせていただきます。　

　放送予定　平成21年7月20日㈪･27日㈪　午後9：05～９：55　ＮＨＫラジオ第１

　　・伊奈庁舎企画政策課　☎58-2111（内線1242）　http://www.city.tsukubamirai.lg.jp
　　・ＮＨＫ水戸放送局  ☎029-232-9810　http://www.nhk.or.jp/mito/

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
地
域
別
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

市
は
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
総
合
計

画
」（
平
成
19
年
度
策
定
）
で
位
置

付
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
施

策
の
う
ち
、
都
市
計
画
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
分
野
を
受
け
持
つ
「
つ
く
ば

み
ら
い
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

は
、
目
標
年
次
を
平
成
42
年
と
し
、

将
来
都
市
像
や
都
市
づ
く
り
の
方

針
、
地
域
別
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
示
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
各
地
域
の

の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
、「
地
域
別
懇
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場

・
５
月
12
日
㈫　

午
後
７
時
〜　

　

伊
奈
公
民
館　

・
５
月
13
日
㈬　

午
後
７
時
〜

　

谷
和
原
公
民
館

・
５
月
14
日
㈭　

午
後
７
時
〜

　

小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

・
５
月
15
日
㈮
午
後
７
時
〜

　

板
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
ど
の
会
場
に
参
加
し
て
も
構
い
ま

　

せ
ん
。

　

 

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
１
）

問

春日  三球

青空 球児・好児

入場無料

問

〔締め切り〕５月１８日㈪必着

つくばみらいＮｅｗｓ！
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～知って安心～
 年金のはなし

　学生であっても、20歳になれば国民年金に加入しなければなりません。
　納付が困難な学生の方には、学生本人の所得（平成20年中）が基準額以下の場合、申請し承認されると保険料
の納付が猶予される学生納付特例があります。
　平成21年度（承認期間は平成21年４月から平成22年３月まで）の学生納付特例（納付の猶予）を希望する学
生の方は、年金手帳・学生証（有効期限に注意）・印鑑をお持ちのうえ、伊奈庁舎国保年金課で申請をしてください。
　
　※ただし、平成20年度学生納付特例を承認したもので平成21年度も在学予定の場合は、社会保険庁よりはがき形
　　式の学生納付特例の申請書が送付され、必要最小限の記載事項を記入し、郵送するだけで申請が可能となります。
　　この申請に該当する方には４月上旬に社会保険庁より送付されます。

　●基準額（学生本人の平成20年中の所得）＝118万円＋扶養親族などの数×38万円

　●修業年限が１年未満や海外の学校など一部該当しない学校があります。

　●学生納付特例を受けた期間は、年金を受給するための受給資格期間には含まれますが、年金額には反映されま
　　せん。

　●10年以内であれば追納することができます。ただし、承認を受
　　けた年度から起算して３年度目以降に追納する場合は、当時の
　　保険料に一定の加算額が加わります。

　●申請をすると、承認または却下の通知が社会保険事務所から郵
　　送されます。申請中に納付書や催告書などが送付される場合も
　　ありますので、あらかじめご了承ください。

        ◆問い合わせ先
　・社会保険庁ホームページ
　　http://www.sia.go.jp/
　
     ・土浦社会保険事務所
　　☎ 029 - 824 - 7121

　・伊奈庁舎国保年金課
          内線1181 ～ 1187

平成21年度学生納付特例の申請について

つくばみらいＮｅｗｓ！

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行

　

こ
の
商
品
券
は
、
額
面
よ
り
20

パ
ー
セ
ン
ト
割
り
増
し
で
使
用
で
き

る
う
え
、
抽
選
く
じ
も
付
い
て
い
る

と
い
う
魅
力
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
５
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
商
品
券
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
ら
、ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
発
行
日
＝
６
月
上
旬
（
予
定
）

▼
名　

称
＝
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

「
あ
ぶ
に
ー
る
」

※
「
あ
ぶ
に
ー
る
」
は
、
フ
ラ
ン
ス

　

語
で
〝
み
ら
い
〞
の
意
味

▼
発
行
額
＝
５
千
万
円
（
額
面
総
額

　

６
千
万
円
）

〜
６
月
上
旬
、 市
商
工
会
が
地
域
活
性
化
の
刺
激
策
と
し
て
〜

▼
発
行
冊
数
＝
１
万
冊
（
総
額
６
千

　

万
円
分
）

※
１
冊
12
枚
綴
り
６
千
円
（
額
面
１

　

枚
５
０
０
円
）

▼
販
売
価
格
＝
１
冊
５
千
円

▼
購
入
制
限
＝
１
人
２
冊（
１
万
円
）

▼
購
入
資
格
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在

　

勤
の
方
、
市
内
在
学
の
高
校
生
以

　

上
の
方

取
扱
店
募
集
中
！

　

市
商
工
会
で
は
、
５
月
中
旬
か
ら

支
給
が
予
定
さ
れ
て
い
る
定
額
給
付

金
を
地
元
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
現
在
取
扱
店
（
事
業
所
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
登
録
申
請
が

必
要
で
す
。
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（「
つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会
」

で
検
索
）
に
詳
細
と
申
請
用
紙
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
　

つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会

　

伊
奈
事
務
所
☎
58
‐
１
７
０
０　

　

谷
和
原
事
務
所
☎
52
‐
４
３
３
１

　
問

プ
レ
ミ
ア
ム

商 

品 

券

プ
レ
ミ
ア
ム

商 

品 

券

　

市
商
工
会
で
は
、
市
の
支
援
を
受
け
、
地
域
活
性
化
の
刺
激
策

と
し
て
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
「
あ
ぶ
に
ー
る
」
を
発
行
し
ま
す
。

魅力満載！
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平
成
21
年
度

　

市
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
で
課
長

補
佐
級
以
上
の
者
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
旧
所
属
お
よ
び
前
職

◎
総
務
部

◆
部
長
＝
古ふ
る

谷や

安や
す

史し
（
市
民
経
済
部
長
）

●
企
画
政
策
課
▽
課
長
＝
間ま
ね
や
ま

根
山

知と
も
み己
（
社
会
福
祉
課
長
）
●
総
務

課
▽
課
長
＝
堤
つ
つ
み

有ゆ
う
ぞ
う三

（
税
務
課
長
）

▽
課
長
補
佐
＝
飯い
い
ず
み
か
つ
ひ
ろ

泉
勝
宏
（
学
校
教

育
課
長
補
佐
）
●
財
政
課
▽
課
長
＝

大お
お
く
ぼ

久
保
明あ
き
か
ず一

（
都
市
計
画
課
長
）
▽

課
長
補
佐
＝
古ふ
る
や谷
隆た
か
お夫（
同
課
主
査
）

●
人
事
課
▽
課
長
＝
森も
り

伸し
ん
じ次
（
同
課

長
補
佐
）
▽
課
長
補
佐
＝
中な
か
む
ら村

滋し
げ
な
り成

（
農
政
課
主
査
）
●
税
務
課
▽
課
長

＝
沖お
き
た田
照て
る
お雄
（
介
護
福
祉
課
長
）

◎
市
民
経
済
部

◆
部
長
＝
中な
か
が
わ川

修お
さ
む（

参
事
兼
人
事
課

長
）
●
市
民
窓
口
課
▽
課
長
補
佐
＝

小こ
す
げ菅
美み

ち

こ

智
子
（
同
課
主
査
）
●
農
政

課
▽
課
長
補
佐
＝
倉く
ら
も
ち持
尊た
か
し志
（
都
市

計
画
課
主
査
） 

●
産
業
政
策
課
▽
課

長
＝
奈な
ば
た幡
優ま
さ
る（
総
務
課
長
補
佐
）
▽

課
長
補
佐
＝
須す

か

お

加
尾
博ひ
ろ
し司
（
生
涯
学

習
課
長
補
佐
） 

●
生
活
環
境
課
▽
課

長
＝
張は
り
が
い谷
昌ま
さ
ひ
こ彦
（
財
政
課
長
補
佐
）

◎
保
健
福
祉
部

◆
部
長
＝
湯ゆ
も
と元
茂し
げ
お男
（
総
務
課
長
）

●
社
会
福
祉
課
▽
課
長
＝
長な
が
つ
か塚
工
た
く
み

（
下
水
道
課
長
補
佐
）
●
す
こ
や
か

福
祉
館
▽
課
長
＝
沼ぬ
ま
じ
り尻
修お
さ
む（
生
活
環

境
課
長
）
●
介
護
福
祉
課
▽
課
長

　

経
営
お
よ
び
良
質
米
の
生
産
の
安

定
を
図
る
た
め
に
、
水
稲
病
害
虫
の

防
除
対
策
と
し
て
、
田
植
え
前
の
箱

苗
に
薬
剤
を
使
用
し
た
稲
作
農
家
お

よ
び
生
産
集
団
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
交
付
要
件

①
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
（
転
作

等
）
実
施
面
積
を
除
い
た
水
稲
作
付

面
積
を
対
象
と
し
、
平
成
21
年
産
作

付
け
苗
に
使
用
さ
れ
た
所
定
量
の
薬

剤
と
し
ま
す
。（
農
薬
取
締
法
に
よ
る

登
録
さ
れ
た
箱
苗
用
薬
剤
と
し
、
10

㌃
当
た
り
１
㌕
ま
で
）

　

麦
の
安
全
性
・
品
質
の
確
保
・
生

産
性
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
被
害

の
軽
減
対
策
を
講
じ
た
農
業
者
・
生

産
集
団
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
要
件

①
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
で
転
作

等
目
標
面
積
を
１
０
０
％
達
成
し
た

者
の
田
畑
で
麦
の
作
付
け
を
す
る
農

業
者
、生
産
集
団
を
対
象
と
し
ま
す
。

な
お
、麦
の
作
付
け
を
す
る
農
業
者
、

生
産
集
団
に
お
い
て
も
、
転
作
等
目

標
面
積
を
１
０
０
％
達
成
し
た
方
に

限
り
ま
す
。

②
平
成
21
年
産
麦
の
作
付
面
積
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
未
収
穫

分
の
面
積
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

③
平
成
21
年
産
麦
の
作
付
け
に
使
用

さ
れ
た
所
定
量
の
薬
剤
と
し
ま
す
。

（
農
薬
取
締
法
の
規
定
に
準
じ
る
も

②
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
（
転
作

等
）
に
か
か
わ
る
加
工
用
米
作
付
面

積
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

青
刈
り
稲
の
作
付
け
分
は
対
象
と
し

ま
せ
ん
。

③
平
成
21
年
度
水
田
農
業
構
造
改

革
対
策
で
転
作
等
目
標
面
積
を

１
０
０
％
達
成
し
て
い
る
農
家
を
対

象
と
し
ま
す
。

●
対
象
病
害
虫

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
・
ド
ロ
オ
イ
ム

シ
・
い
も
ち
病
・
も
ん
が
れ
病

の
と
し
、
標
準
使
用
料
を
上
限
と
し

ま
す
。）

●
対
象
薬
剤

麦
の
赤
か
び
病
防
除
用
薬
剤

補
助
率
＝
農
協
で
の
販
売
価
格
を
基

準
と
し
、
消
費
税
を
除
く
10
％

●
申
込
方
法
＝
期
限
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
を
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書

は
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
に
あ
り
ま

す
。
茨
城
み
な
み
農
協
な
ど
か
ら
購

入
し
た
場
合
は
、
農
協
な
ど
か
ら
の

一
括
申
請
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
期
限
＝
６
月
30
日
㈫

　
 　

　

谷
和
原
庁
舎
農
政
課

　
　
　

☎
58
‐
２
１
１
１　

　
　
　
　
　

   （
内
線
８
１
５
７
）

麦
の
赤
か
び
病
防
除
薬
剤
補
助
申
請

●
補
助
率
＝
農
協
で
の
販
売
価
格
を

基
準
と
し
、
消
費
税
を
除
く
40
％

●
申
込
方
法
＝
期
限
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
を
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書

は
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
に
あ
り
ま

す
。
茨
城
み
な
み
農
協
な
ど
か
ら
購

入
し
た
場
合
は
、
農
協
な
ど
か
ら
の

一
括
申
請
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
申
込
期
限
＝
６
月
30
日
㈫

水
稲
初
期
病
害
虫
防
除
薬
剤

　
　
　
　
（
箱
苗
用
）
補
助
申
請

　

３
月
２
日
、
谷
和
原
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
茨
城
県
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
式
が
、
市
内
の

各
団
体
代
表
の
方
や
個
人
農
家
の
方

９
人
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
新
た
に
１
１
5
人
の
方
が
茨
城
県

知
事
の
認
定
を
受
け
、
市
内
の
合
計

１
９
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

茨
城
県
で
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬

の
多
用
に
よ
り
生
じ
る
環
境
汚
染
や

農
地
の
生
産
力
低
下
が
、
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境

に
配
慮
し
つ
つ
農
地
の
生
産
力
を
維

持
・
増
進
す
る
農
業
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
持

続
性
の
高
い
農
業
生
産
に
取
り
組
む

方
を
育
成
す
る
た
め
、「
土
づ
く
り
」、

「
化
学
肥
料
低
減
」、「
化
学
農
薬
低

減
」
を
一
体
的
に
取
り
組
む
農
業
生

産
計
画
を
策
定
し
た
農
業
者
の
方

を
、「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
と
し
て
認

定
し
、
環
境
へ
の
影
響
を
少
な
く
し

た
農
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

認定式の様子

 　
　

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
目
指
し
！

茨
城
県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て

　

新
た
に
１
１
5
人
が
認
定
さ
れ
る

申
問

つくばみらいＮｅｗｓ！
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昨
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
楼
門
の
修

理
工
事
は
仮
設
工
事
も
終
わ
り
、
１

月
末
か
ら
は
屋
根
部
分
の
解
体
が
始

ま
り
ま
し
た
。
解
体
が
進
む
中
、
す

で
に
数
種
の
墨ぼ
く
し
ょ書
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

屋
根
の
野の

じ

い

た

地
板
や
隅す
み
ぎ木

か
ら

は
、「
明
治
十
年
丑
二
月
吉
日
」

（
１
８
７
７
年
）
や
「
文
政
二
年 

山
川
大
工 

幾
右
衛
門
」（
１
８
１
９

年
）
な
ど
の
墨
書
が
発
見
さ
れ
、
以

 

県
指
定
文
化
財
「
不
動
院
楼
門
」
の
修
理
状
況
（
１
）

前
に
も
、
屋
根
の
修
理
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小こ

や

ぐ

み

屋
組
の
部
分
に
は

「
明
和
八
年
五
月
吉
日 

山
川
大
工
」

（
１
７
７
１
年
）
の
墨
書
が
あ
り
、

現
在
の
小
屋
組
の
形
が
明
和
８
年
に

改
造
さ
れ
た
姿
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

屋
根
の
隅
か
ら
は
、
桟
さ
ん
が
わ
ら瓦
の
破
片

や
板い
た
ぶ
き葺
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、
屋
根

材
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

県
か
ら
の
旅
券
事
務
の
権
限
移
譲

に
よ
り
、
６
月
１
日
か
ら
、
市
内
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
市
役
所
で
パ
ス

ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の
申
請
・
受
領
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
対 

象 

者　

●
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

●
県
外
に
住
民
登
録
さ
れ
、
市
内
に

　

居
所
を
有
す
る
方

▼
受
付
日
時
（
申
請
お
よ
び
交
付
）

 

・
月
〜
金
曜
日

・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分
ま
で

※
土
日
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12

６
月
１
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
請
・
受
領
が
市
役
所
で
で
き
ま
す

月
29
日
〜
１
月
３
日
）
は
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
場
所

・ 

伊
奈
庁
舎
市
民
窓
口
課

　
　
　
　
　
　

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

▼
そ 
の 
他  

　

申
請
に
必
要
な
収
入
印
紙
と
茨
城

県
収
入
証
紙
は
、
郵
便
局
、
商
工
会

等
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
市
役
所
で
は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん

※
対
象
者
の
方
は
、６
月
１
日
以
降
、

県
の
各
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
出

張
所
を
含
む
。）
で
は
取
り
扱
い
が

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
６
月
１
日

以
前
に
申
請
さ
れ
た
方
の
交
付
は
、

県
の
窓
口
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
伊
奈
庁
舎
市
民
窓
口
課

　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
　
（
内
線
１
１
１
０
〜
１
１
１
４
）

・
茨
城
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
５
０
２
３

　

今
回
の
工
事
は
文
化
財
の
修
理
保

存
で
あ
る
た
め
、
解
体
に
あ
た
っ
て

は
、
す
べ
て
の
部
材
に
番
付
札
を
付

け
、
名
称
と
使
用
し
て
い
た
場
所
を

記
入
し
、
元
通
り
に
組
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
部
材
に
つ
い
て
は
、

建
立
当
初
の
材
料
か
、
修
理
で
補
足

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
時
代
判
定

を
行
う
な
ど
し
て
、
解
体
と
同
時
に

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
中
旬
か
ら
は
塗
装
の
掻か

き
落

と
し
作
業
に
入
り
、
現
在
の
塗
装
の

前
に
、
ど
の
よ
う
な
塗
装
が
さ
れ
て

い
た
か
な
ど
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

平
成
20
年
度
退
職
者（
３
月
31
日
付
）

▽
大お
お
く
ぼ

久
保
ま
す
子
▽
大お
お
や
ま山
広
ひ
ろ
し

▽
鈴す
ず
き木

清き
よ
し

▽
鈴す
ず
き木
治は
る
こ子
▽
鈴す
ず
き木
等
ひ
と
し

▽
塚つ
か
も
と本

紹つ
ぎ
こ子

▽
豊と
よ
し
ま島 

久
ひ
さ
し

▽
根ね
も
と本

恵け
い
こ子

▽

宮み
や
ぎ城
義よ
し
お夫 

▽
矢や
ぐ
ち口
剛
つ
よ
し

▽
渡わ
た
な
べ辺
勝か
つ

美み

＝
斉さ
い
と
う藤

一は
じ
め（

農
政
課
長
補
佐
）
●
国

保
年
金
課
▽
課
長
補
佐
＝
岩い
わ
も
と本

将ま
さ
し史

（
市
民
窓
口
課
長
補
佐
）
○
伊
奈
第

１
保
育
所
▽
所
長
＝
渡わ
た
な
べ辺

悦え
つ
こ子

（
伊

奈
第
３
保
育
所
主
任
保
育
士
）
○
伊

奈
第
２
保
育
所
▽
所
長
＝
栗く
り
た田
節せ
つ
こ子

（
す
み
れ
幼
稚
園
教
頭
）
○
谷
和
原

第
１
保
育
所
▽
所
長
＝
安あ
そ
う相
以い

つ

こ
津
子

（
伊
奈
第
１
保
育
所
長
）

◎
都
市
建
設
部

▽
部
長
＝
片か
た
み見

和か
ず
お男

（
財
政
課
長
）

●
都
市
計
画
課
▽
課
長
＝
木き
む
ら村

明あ
き
お夫

（
産
業
政
策
課
長
）
●
建
設
課
▽
課

長
補
佐
＝
浅あ
さ
か
わ川

昭し
ょ
う
い
ち

一
（
同
課
主
査
）

●
特
定
事
業
推
進
課
▽
課
長
補
佐
＝

石い
し
じ
ま島

昭あ
き
お夫

（
建
設
課
長
補
佐
）
●
下

水
道
課
▽
課
長
補
佐
＝
松ま
つ
ざ
き﨑

昭あ
き
の
り徳

（
特
定
事
業
推
進
課
長
補
佐
）
●
水

道
課
▽
課
長
補
佐
＝
永な
が
の野

鉄て
つ
お雄

（
国

保
年
金
課
長
補
佐
）

◎
教
育
委
員
会

●
学
校
教
育
課
▽
課
長
補
佐
＝
八や

ぎ木

勝か
つ
の
り則
（
介
護
福
祉
課
主
査
）
○
す
み

れ
幼
稚
園
▽
教
頭
＝
山や
ま
だ田
悦え
つ
こ子
（
伊

奈
第
２
保
育
所
長
）

●
生
涯
学
習
課
▽
課
長
補
佐
＝
広ひ
ろ
せ瀬 

実み
の
る（
建
設
課
主
査
）

◎
会
計
課

◆
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝
森も
り 

勝か
つ
み巳
（
企
画
政
策
課
長
）

◁
軒
廻
り
解
体
中
の
様
子

◁
小
屋
組
解
体
中
の
様
子

問
パスポート受付

つくばみらいＮｅｗｓ！
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介護保険料が改正されました！
　介護保険は本年度から新たに第４期介護保険事業計画がスタートし、それに伴い第１号被保険者（65歳以上の方）の介
護保険料も見直しされ、本年度から平成23年度の介護保険料が決まりましたのでお知らせします。
　ただし、介護報酬改定に伴う保険料の上昇分は、国の特別対策により軽減されています。

 介護保険の財源は・・・
　介護保険料は、介護が必要な方が利用される介護サービス費

用を賄うための財源として使われます。

　介護サービス費用として支払われる「介護保険給付費」全体

の20％が、65歳以上の方の保険料となっています。

　割合は、右図をご覧ください。

 保険料の決まり方は・・・
　65歳以上の方の保険料は、介護サービスにかかる費用などから算出された「基準額」をもとに決まります。

基準額の算出方法
市で必要な介護
サービスの総費用

 × 65歳以上の方の負担分
（20％ )

市に住む65歳
以上の方の人数

基準額（年額）÷  ＝

つくばみらい市の 介 護 保 険 料 基 準 額は

所得段階 対　　象　　者 保険料の調整率 保険料（年額）

第１段階 ・老齢福祉年金の受給者で、本人および世帯全員が市民税非課税の方
・生活保護受給者　

基準額×0.5 22,500円

第２段階 ・世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円
　以下の方

基準額×0.5 22,500円

第３段階 ・世帯全員が市民税非課税で、第２段階に該当しない方 基準額×0.75 33,750円

第４段階

・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人が非課税で、前年の合計所得金額と
　課税年金収入額の合計が80万円以下の方

基準額×0.88 39,600円

・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人が非課税で、前年の合計所得金額と
　課税年金収入額の合計が80万円を超える方

基準額 45,000円

第５段階 ・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の方 基準額×1.25 56,250円
第６段階 ・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の方 基準額×1.5 67,500円

 あなたの保険料額は・・・
　保険料は「基準額」をもとに所得段階別に決められます。

 介護報酬改定にともなう保険料上昇分の軽減について・・・
　介護に従事する人の処遇改善のために介護報酬が改定されました（プラス３％）。その分が介護保険料に反映されますが、

急激な上昇にならないように、本年度から平成23年度の保険料上昇分については、緊急特別対策交付金（国費）により介護

報酬改定増加分の２分の１が軽減されます。

 介護保険にご理解ご協力を・・・
　皆さまの保険料は、地域の介護サービスを賄う大切な財源です。介護保険は助け合いの精神に基づく社会のしくみです。　

介護サービスを利用する方が年々増加し、併せて介護サービスにかかる費用も増加しています。

　介護保険料の納付に、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　なお、介護保険料を納めないでいると、滞納の期間に応じて保険給付が一時的に差し止められたり、利用者負担が１割から

３割に引き上げられるなどの措置がとられます。保険料は、納期限内に納めるようにしましょう。

　　伊奈庁舎介護福祉課　☎５８‐２１１１　（内線１１７３）問

65 歳以上
の人の保険料
20％

65歳以上
の人の保険料
20％国の

負担金
国の

負担金

県の
負担金
県の

負担金

市の
負担金
市の
負担金

40～64 歳
の人の保険料
30％

40～64 歳
の人の保険料
30％

保
険
料

保
険
料

公
費
公
費

45,000円／年
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　　伊奈庁舎税務課　収納対策室
　　☎５８‐２１１１
 　　　　　　（内線１１４１～１１４４）

問

  
税
負
担
の
公
平
性
を
目
指
し
て

　

  
〜　
見 

過 

ご 

し 

ま 

せ 

ん 

！ 

市 

税 

の 

滞 

納　
〜

◆
市
税
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
税
は
、
納
期
限
内
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
原
則
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
方
か
ら
は
、
納
期
限
内
に
き

ち
ん
と
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
市
税
を
未
納
に
さ

れ
て
い
る
方
が
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
が
現
状
で
す
。

　

市
税
を
納
め
な
い
方
が
い
る
と
、

納
期
限
を
守
っ
て
納
税
さ
れ
て
い
る

方
と
の
公
平
性
を
欠
く
ば
か
り
か
、

市
の
健
全
な
財
政
運
営
に
も
支
障
を

き
た
し
ま
す
。

　

市
税
の
未
納
が
あ
る
方
は
、
お
早

め
に
納
付
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
納
税
が
困
難
な
方
は

　
　
　
　
　

納
税
相
談
を
！

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
っ
て
市
税
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、徴
収
の
一
時
猶
予
や
、

分
割
に
よ
る
納
付
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
納
税
相
談
を
行
い
、
生

活
状
況
な
ど
を
聴
取
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
完
納
に
至
る
ま
で
に
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
は
ご
了
承
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
税
金
の
未
納
（
滞
納
）
が

　
　
　

あ
る
と
こ
ん
な

　
　
　
　

不
利
益
が
・
・
・

○
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
し
た
場
合

　

は
、
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
や
生

　

ご
み
処
理
容
器
購
入
費
な
ど
の
一

　

部
の
市
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
な

　

く
な
り
ま
す
。

○
自
治
金
融
、
振
興
金
融
の
融
資
が

　

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

　

る
場
合
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が

　

短
く
な
り
（
１
年
↓
６
カ
月
↓
3

　

カ
月
）、
最
終
的
に
は
保
険
証
の

　

交
付
を
中
止
し
、
資
格
証
明
書
に

　

切
り
替
え
ま
す
。
資
格
証
明
書
に

　

 

切
り
替
わ
る
と
、
医
療
機
関
窓
口

で
か
か
っ
た
医
療
費
の
全
額
を
、

い
っ
た
ん
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

○
督
促
や
催
告
に
応
じ
て
い
た
だ
け

　

な
い
場
合
、滞
納
処
分
（
差
押
え
）

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
滞
納
処
分
（
差
押
え
）
と
は

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
、
ま
ず
電
話
や
文
書
で
催
告
を
し

ま
す
。
催
告
後
も
ご
相
談
の
な
い
ま

ま
滞
納
を
続
け
て
い
る
場
合
や
、
分

割
納
付
の
約
束
を
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
約
束
が
守
ら
れ
な
い
場
合
、
債

権
（
預
貯
金
・
給
与
）
や
不
動
産
（
土

地
建
物
）
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

　

差
押
え
は
、
滞
納
の
金
額
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
実
施
し
ま
す
。

　

収
納
対
策
室
で
は
、
本
年
度
に
つ

い
て
も
滞
納
処
分
を
積
極
的
に
継

続
・
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

差  　 押 　  物 　  件 件　数

不　　　動　　　産 61

給　　　　　　　与 43

年　　　　　　　金 14

預 貯 金 432

生　    命　   保　  険 38

出　　　資　　　金 10

国　税　還　付　金 132

自 動 車 税 還 付 金 23

自　動　車　登　録 23

計 776

＜平成20年度差押え実績＞

◎   

お   

わ   
び   
と   

訂   

正

　

３
月
号
広
報
で
全
期
用
納
付
書
の

説
明
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ

び
し
て
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

●
本
年
度
よ
り
市
税
（
軽
自
動
車
税

　

を
除
く
）
の
全・
・
・
・
・
・

期
用
納
付
書
は・
・廃

　

止・
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
に
年
度
分

　

を
窓
口
で
納
め
る
場
合
は
、
期
別

　

ご
と
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
ご
使

　

用
く
だ
さ
い
。　

【税務署からのお知らせ】

　納税者の皆さまからの電話での国税に関するご質問・ご相談は、国税局「電

話相談センター」でお受けしています。

　これに伴い、税務署の代表電話が自動音声案内に変わっています。

　具体的な操作については、音声案内にしたがってください。また、税務署

での面接相談は「事前予約制」となっています。（※予約の際は名前・住所・

ご相談内容などを伺います。）なお、税金の納付相談や確定申告期に申告書

作成会場へ行く場合は、事前予約は必要ありません。

　　土浦税務署　☎０２９‐８２２‐１１００　　

【土浦県税事務所からのお知らせ】

 
 ・・・「自動車税の納税は６月１日（月）までに」・・・

　自動車税は、毎年４月１日現在の所有者（自動車検査証の登録名義人）の

方に課税されます。納税通知書が届いたら、納期限の６月１日㈪までにお近
くの金融機関・郵便局・コンビニエンスストアまたは県税事務所の窓口で納

付してください。（自動車税の納付場所は、自動車税納税通知書の裏面に記載

されています。）

　  茨城県土浦県税事務所　収税第２課　☎０２９‐８２２‐７２０８　問

問
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９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月
納付月

種別

第２期
７／ 31

第１期
４／ 30

固定資産税

全　期
６／１

軽自動車税

第３期
９／ 30

第２期
８／ 31

第１期
７／ 31

国 民 健 康
保     険   税    

第２期
８／ 31

第１期
６／ 30

市 県 民 税

第３期
９／ 30

第２期
８／ 31

第１期
７／ 31

普通
徴収 後期高齢

者  医  療
保  険  料８／ 14 ６／ 15 ４／ 15 特別

徴収

第３期
８／ 31

第２期
６／ 30

第１期
４／ 30

介 護 保 険 料 

９／ 30 ８／ 31 ７／ 31 ６／ 30 ６／１ ４／ 30 保 　 育 　 料
 （毎   月）

９／ 30 ８／ 31 ７／ 31 ６／ 30 ６／１ ４／ 30 児 童 ク ラ ブ
           （毎   月）

７月分
９／ 30

６月分
８／ 31

５月分
７／ 31

４月分
６／ 30

３月分
６／１

２月分
４／ 30

水 道 使 用 料

７月分
９／ 30

６月分
８／ 31

５月分
７／ 31

４月分
６／ 30

３月分
６／１

２月分
４／ 30

下 水 道 使 用 料
 ・公共下水道

       ・農集排
       ・コミプラ

第２期
８／ 31

第１期
６／ 30

下水道受益者負担金

９／ 30 ８／ 31 ７／ 31 ６／ 30 ６／１ ４／ 30 住 宅 使 用 料
 （毎   月）

９／ 30 ８／ 31 ７／ 31 ６／ 30 ６／１ ４／ 30 地       　　代
 （毎   月）

６月分
９／ 30

５月分
８／ 31

４月分
７／ 31

３月分
６／ 30

２月分
６／１

１月分
４／ 30

下水道
使用料

取手地方
広域下水
道組合第２期

7/1 ～ 31
第１期
5/17 ～ 6/1

下水道
受益者
負担金

【上半期】（４月～９月）

平
成
21
年
度
市
税
な
ど
の
納
期
月
お
よ
び
納
期
限
一
覧
表

保存版
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◎
市
税
（
軽
自
動
車
税
を
除
く
）
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
全
期
用
納
付

　

書
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
年
度
分
を
全
部
納
め
る
場
合
は
、
期
別
ご

　

と
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
窓
口
に
出
し
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
は
、通
帳
の
記
帳
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（ 

領
収
済
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。）

◎
市
税
な
ど
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座

　

の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
残
高
不
足
に
よ
り
引
き
落
と
し
が
で
き
な
い

　

場
合
は
、
口
座
振
替
で
は
な
く
納
税
者
本
人
が
直
接
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。
残
高
不
足
解
消
後
に
つ
い
て
も
再
引
き
落
と
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３月 ２月
平成22年
１月 12月 11月 10月

第４期
３／１

第３期
12／ 25

第８期
３／１

第７期
２／１

第６期
12／ 25

第５期
11／ 30

第４期
11／２

第４期
２／１

第３期
11／２

第８期
３／１

第７期
２／１

第６期
12／ 25

第５期
11／ 30

第４期
11／２

２／ 15 12 ／ 15 10 ／ 15

第６期
３／１

第５期
12／ 25

第４期
11／２

３／ 31 ３／１ ２／１ 12／ 25 11 ／ 30 11 ／２

３／ 31 ３／１ ２／１ １／４ 11／ 30 11 ／２

１月分
３／ 31

12月分
３／１

11月分
２／１

10月分
12 ／ 29

９月分
11／ 30

８月分
11／２

１月分
３／ 31

12月分
３／１

11月分
２／１

10月分
12 ／ 29

９月分
11／ 30

８月分
11／２

第４期
３／１

第３期
11／ 30

３／ 31 ３／１ ２／１ 12／ 29 11 ／ 30 11 ／２

３／ 31 ３／１ ２／１ 12／ 29 11 ／ 30 11 ／２

12月分
３／ 31

11月分
３／１

10月分
２／１

９月分
12／ 29

８月分
11／ 30

７月分
11／２

第４期
2/1 ～ 3/1

第３期
11/1 ～ 30

【下半期】（10月～平成22年３月）保存版
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〜 つくばみらいのわだい 〜

市内の出来事

自
然
環
境
の
保
全
に
貢
献
！

〜
不
法
投
棄
防
止
功
労
者
表
彰
に
瀧
澤
忠
直
さ
ん
〜

　

市
内
在
住
の
茨
城
県
Ｕ
．
Ｄ
．

監
視
員
（
Ｕ
．
Ｄ
．
と
は
、
不
法
投
棄

の
英
語
訳
「U

nlaw
ful D

um
p

」

の
略
記
）
の
瀧た
き
ざ
わ澤

忠た
だ
な
お直

さ
ん
（
絹

の
台
）
が
こ
の
ほ
ど
、
長
年
に
わ

た
り
不
法
投
棄
防
止
活
動
の

功
労
が
認
め
ら
れ
、
平
成
20

年
度
茨
城
県
表
彰
を
受
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

瀧
澤
さ
ん
は
、
10
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
り
、
小
絹
地

区
で
の
不
法
投
棄
の
監
視
活

動
を
行
い
、
こ
の
地
区
へ
の

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
と

と
も
に
、
地
区
の
自
然
環
境

の
保
全
に
も
積
極
的
に
貢
献
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

橋
本
県
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
る

瀧
澤
さ
ん
（
写
真
右
）

地
球
の
こ
と
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
考
え
よ
う

〜
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
温
暖
化
防
止
を
紙
芝
居
で
う
っ
た
え
る
〜

　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
清
流
会
（
会
長 

占う
ら
べ部
雄ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

氏
）」
は
、
昨
年
度
に
市
内
の
小

学
校
の
う
ち
４
校
を
巡
っ
て
、
児

童
た
ち
に
対
し
、
紙
芝
居
を
通
じ

て
地
球
温
暖
化
防
止
を
訴
え
ま
し

た
。

　

ど
の
小
学
校
の
児
童
た
ち
も
、

自
分
た
ち
が
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
学
ぼ
う
と
、

紙
芝
居
に
熱
心
な
ま
な
ざ
し
を
向

け
て
い
ま
し
た
。　

谷井田小児童たちを前に
紙芝居をする占部さん

●
基
本
計
画
の
概
要

　

協
議
会
は
設
立
と
同
時
に
、
活
性

化
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
２
市
１
町

す
べ
て
の
地
域
を
企
業
誘
致
区
域

と
し
た
う
え
で
、
特
に
企
業
立
地
を

進
め
る
区
域
を
15
地
区
２
５
５
・
５

㌶
と
指
定
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
㈱

ク
ボ
タ
お
よ
び
パ
ナ
ホ
ー
ム
㈱
が
立

地
し
て
い
る
福
岡
地
区
な
ど
５
地
区

１
５
４
・
３
㌶
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
達
成
目
標
は
、
企
業
立

地
（
既
存
企
業
の
事
業
拡
大
の
ほ
か

新
規
も
含
む
）
を
20
件
、
新
規
雇
用

人
数
を
１
０
０
０
人
と
定
め
て
い
ま
す
。

●
優
遇
措
置
等

　

こ
の
基
本
計
画
は
国
の
同
意
が
必

要
で
あ
り
、
認
め
ら
れ
る
と
、
地
域

に
企
業
が
立
地
す
る
際
、
設
備
投
資

に
対
す
る
減
税
措
置
や
低
利
融
資
な

ど
各
種
優
遇
制
度
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
今
後
の
取
り
組
み

　

３
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
が
、
市
で
は
福
岡
地
区
の
工
業
専

用
地
域
を
拡
大
し
、
新
た
な
工
業
用

地
の
利
用
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸

周
辺
に
つ
い
て
も
有
効
な
土
地
利

用
を
図
る
た
め
、
茨
城
県
と
一
体
と

な
っ
て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
企
業
を
と
り
ま
く
経
済
環

境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、企
業
の
動
向
を
的
確
に
と
ら
え
、

情
報
収
集
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
自
治

体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

県
南
部
地
域
産
業
活
性
化
協
議
会
を
設
立

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
、
取
手
市
、
利
根
町
の
２
市
１
町
は
、
２
月
19
日
に
茨
城
県

南
部
地
域
産
業
活
性
化
協
議
会
（
会
長
・
飯
島
善
つ
く
ば
み
ら
い
市
長
）
を
設
立

し
ま
し
た
。
協
議
会
に
は
、
２
市
１
町
の
首
長
の
ほ
か
、
茨
城
県
、
キ
ヤ
ノ
ン
㈱
、

㈱
常
陽
銀
行
か
ら
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
は
、平
成
21
年
度
か
ら
５
年
間
に
、

地
域
内
の
既
存
企
業
の
活
性
化
を
図
る
と
共
に
生
活
関
連
産
業
、
各
種
機
械
産
業

な
ど
の
新
た
な
企
業
の
立
地
を
目
指
す
も
の
で
す
。

〜
地
域
内
の
企
業
の
活
性
化
と
新
た
な
企
業
の
立
地
を
目
指
し
て
〜

設立総会の様子
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話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1202~1203）
※紙面の都合上、投稿いただいた情報が必ずしも掲載できる
とは限りませんので、ご了承ください。

板
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー   

開
館

〜
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
、
住
民
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
〜

　

市
内
で
３
番
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
な
る
「
板
橋
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
４
月
1
日
に
開

館
し
ま
し
た
。

問

　

開
館
に
先
立
ち
３
月
26
日
に
行

わ
れ
た
開
館
式
典
で
は
、
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
市

文
化
協
会
所
属
団
体
に
よ
る
民

謡
、
ウ
ク
レ
レ
の
披
露
、
生
け
花

や
茶
道
教
室
の
実
演
が
さ
れ
、「
生

涯
学
習
活
動
の
支
援
」、「
住
民
交

流
の
拠
点
」
と
な
る
新
し
い
施
設

の
こ
け
ら
落
と
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

エントランスホールでテープカット
（左から：豊嶋教育長、中村 市区長会板橋地区会長、
　　　　  飯島市長、今川市議会議長、
                     中山 検討委員会委員長）

早春のさわやかな風に吹かれ…
～市民ウォークＤＡＹ　水郷の里　潮来方面～

　

市
民
ウ
ォ
ー
ク
Ｄ
Ａ
Ｙ
が
３
月
８
日
、「
美
し
い
日
本
の
歩
き
た

く
な
る
み
ち
５
０
０
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
、
水
郷
の
郷
・
潮
来

を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
２
１
６
人
の
皆
さ
ん
は
、
歴
史
的

な
町
並
み
を
歩

き
な
が
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
か
ら
の
説
明

を
受
け
た
り
、

酒
造
蔵
見
学
な

ど
を
し
た
り
し

て
、
早
春
の
潮

来
路
を
楽
し
み

ま
し
た
。

歴史的な町並みを歩く参加者の皆さん

第３回市近隣中学校野球大会結果

優勝した伊奈中学校の選手のみなさん

期　日　３月21日、22日

場　所　総合運動公園野球場

　　　　城山運動公園野球場　　　

優　勝　伊奈中学校

準優勝　谷和原中学校

第３位　伊奈東中学校、利根中学校

伊
奈
高  

生
徒
も
先
生
も
大
活
躍
！

〜
吹
奏
楽
部
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
銀
賞
受
賞
・「
学
年
通
信
」
県
で
優
秀
賞
〜

　

県
立
伊
奈
高
校
の
吹
奏
楽
部
サ
ク

ソ
フ
ォ
ー
ン
奏
者
４
人
が
、
サ
ク
ソ

フ
ォ
ー
ン
専
門
の
「
第
６
回
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
コ
ン
ク
ー
ル
」（
主
催
・

日
本
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
協
会
）
で
、

見
事
に
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
大
会
で
、
受
賞
し
た
生

徒
の
み
な
さ
ん

は
喜
び
を
笑
顔

で
わ
か
ち
あ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生

が
編
集
し
て
い

る
学
年
通
信

（
第
１
お
よ
び

第
２
学
年
）が
、

「
第
20
回
茨
城

県
教
育
広
報
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
主
催
・
茨
城
県
教
育
委
員
会
、
茨

城
新
聞
社
）
で
、
応
募
総
数
４
７
３

点
の
中
か
ら
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
第
１
学
年
通
信
編
集
長
の
丸ま
る
も
と本

先
生
は
、「
今
後
も
生
徒
に
役
立
つ
も

の
を
発
行
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

銀賞を受賞した伊奈高吹奏楽部
サクソフォーン奏者のみなさん

優秀賞を受賞した学年通信を編集
している先生方

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

板
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
58
‐
９
７
９
７
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問

あ
な
た
の
事
業

所
も
対
象
で
す

労
働
力
調
査
に　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
調
査
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
統
計
調
査
で
、
わ
が
国
の
就
業
状

況
を
調
べ
る
調
査
で
す
。就
業
者
数
、

完
全
失
業
者
数
、
完
全
失
業
率
な
ど

の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
経
済
対

策
や
雇
用
失
業
対
策
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

茨
城
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調

査
員
が
各
世
帯
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▼
対
象
＝
狸
穴
地
区
の
一
部
世
帯

▼
期
間
＝
５
月
〜
９
月
末

　
　

茨
城
県
企
画
部
統
計
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
６
４
９

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心

に
、
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１

週
間
を
「
憲
法
週
間
」
と
し
、
関
係

機
関
で
は
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
日
本
国

憲
法
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

憲
法
週
間
に
あ
た
り
、
身
近
な
差

別
や
偏
見
に
つ
い
て
一
人
一
人
が
考

え
、
人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
、
豊

か
な
人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
と

き
は
、
最
寄
り
の
法
務
局
の
人
権
相

談
所
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

　

考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
こ
こ
ろ

　
　

水
戸
地
方
法
務
局
・
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
９

憲

法

週

間

偽
調
査
員
に
ご
用
心

　

県
内
で
、
関
東
電
気
保
安
協
会
の

調
査
員
を
装
い
、
工
事
す
る
ふ
り
を

し
、
電
気
工
事
代
金
の
名
目
で
現
金

を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
た
詐
欺
未
遂

事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

一
般
家
庭
へ
の
電
気
安
全
調
査
は

基
本
的
に
４
年
に
１
回
で
、
事
前
に

調
査
日
を
お
知
ら
せ
し
て
訪
問
し
ま

す
。調
査
員
は
制
服
と
腕
章
の
着
用
、

写
真
入
り
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、同
協
会
で
直
接
工
事
を
し
、

料
金
を
請
求
し
た
り
物
品
販
売
は
し

ま
せ
ん
。
不
審
の
際
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

㈶
関
東
電
気
保
安
協
会
茨
城
事

業
本
部　

土
浦
事
業
所

☎
０
２
９
‐
８
２
１
‐
８
９
２
９

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を

　

無
断
で
水
道
管
に
磁
気
活
水
器
を

取
り
付
け
た
う
え
、
外
せ
な
い
よ
う

鍵
ま
で
付
け
て
、
契
約
を
迫
る
悪
質

な
手
口
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
水
質

の
不
安
を
あ
お
っ
た
り
、
水
道
局
の

関
係
者
と
思
わ
せ
て
勧
誘
す
る
例
も

あ
り
ま
す
。
取
り
付
け
て
し
ま
っ
て

も
、
い
ら
な
い
も
の
は
は
っ
き
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、
8

日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
ま
す
。

　

 

谷
和
原
庁
舎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
３
２
８
８

　

市
文
化
協
会
邦
楽
部
で
は
、
日
ご

ろ
の
研
修
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
＝
４
月
29
日
㈷

▼
時
間
＝
午
後
１
時
40
分
〜
４
時
30
分

▼
場
所
＝
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
（
大

　

ホ
ー
ル
）

▼
出
演
＝
民
謡
峯ほ
う
せ
い
か
い

清
会
・
林
蔵
太
鼓

　

保
存
会
・
和
太
鼓
華は
な
ひ
び
き響
・
詩
吟
一い
っ

　

穂す
い
か
い会
・
大
正
琴
み
ら
い
・
舞
踊
賀か

　

博ひ
ろ
か
い会
（
特
別
友
情
出
演
）

▼
入
場
料
＝
無
料

　
　

市
文
化
協
会
邦
楽
部　

石い
し
だ田

☎
０
９
０
‐
３
５
１
５
‐
８
９
７
０

邦
楽
部
研
修
発
表
会

　

７
月
１
日
、「
平
成
21
年
経
済
セ
ン

サ
ス（
基
礎
調
査
）」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企

業
が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

６
月
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
、
調

査
票
を
お
届
け
し
ま
す
。
調
査
票
が

届
き
ま
し
た
ら
、
一
緒
に
お
配
り
し

た
「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」
を

ご
覧
の
上
、
漏
れ
な
く
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、

統
計
法
に
規
定
さ
れ
た
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

問

問

問

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整

備
を
促
進
し
、
だ
れ
で
も
ど
こ
で
も

快
適
に
情
報
を
得
ら
れ
る
環
境
を
実

現
す
る
た
め
、
昨
年
１
月
、
市
内
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
９
割
を
整
備
し
て

い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
未
提
供
地
区

の
早
期
整
備
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
需
要
が
少
な
く
、
住
所

ご
と
に
具
体
的
な
仮
申
し
込
み
が
必

要
と
の
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
未
提
供
地
区
の
具
体
的

な
需
要
数
を
把
握
す
る
た
め
、
次
の

地
区
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
今
後
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
「
Ｂ
フ

レ
ッ
ツ
」
が
提
供
さ
れ
た
場
合
、
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
仮
申

込
書
」
を
ご
利
用
の
う
え
、
メ
ー
ル

ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

な
お
、
提
出
い
た
だ
い
た
「
仮

申
込
書
」
は
、
未
提
供
地
区
の

早
期
整
備
要
望
書
に
添
え
て
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
提
出
し
ま
す
。

▼
未
提
供
地
区
＝
小
張
地
区
（
谷
口
・

　

奉
社
・
市
野
深
・
新
戸
・
小
島
新

　

田
）、豊
地
区
（
豊
体
・
青
古
新
田
・

　

青
木
・
長
渡
呂
・
長
渡
呂
新
田
・

　

弥
柳
・
福
田
）、
東
地
区
（
足
高
・

　

東
栗
山
・
城
中
・
神
生
）、
三
島

　

地
区
（
伊
丹
・
戸
崎
・
戸
茂
）、
板

　

橋
地
区
（
武
兵
衛
新
田
）

▼
仮
申
込
書
受
付
期
限
＝
５
月
末
日

▼
そ
の
他

①
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の
ご
利
用
予
定
が
な

　

い
場
合
は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

②
提
供
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
あ
ら

　

た
め
て
正
式
な
契
約
が
必
要
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
開
始
確
定
後
に
、
Ｎ
Ｔ

　

Ｔ
東
日
本
か
ら
個
別
に
案
内
が
あ

　

り
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
を
約
束
す
る
も

　

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
「
仮
申
込
書
」
に
記
入
さ
れ
た
個

あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
３
）

問

　

人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、
申
込
書

　

下
欄
の
《
個
人
情
報
保
護
（
お
客

　

様
情
報
の
利
用
目
的
）
に
関
す
る

　

ご
案
内
》
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
　

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
５
１
）

URL  http://w
w
w
.city.tsukubam

irai.
lg.jp/sec/kikaku/flets/　

問

問
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国保加入者の  　　　　　のお知らせ人間ドック
脳 ド ッ ク

先着350人！

先着75人！

受
付
日
時

　

 

５
月
８
日
㈮
〜
（
※
土
日
祝
日
は

除
く
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

○
人
間
ド
ッ
ク
＝
先
着
３
５
０
人

○
脳
ド
ッ
ク
＝
先
着
75
人

助
成
額

・
人
間
ド
ッ
ク
＝
1
万
7
千
円

・
脳
ド
ッ
ク
＝
2
万
8
千
円

提
出
先

・
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

・
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課

対
象
者

　

満
年
齢
40
歳
以
上
（
検
査
当
日
）

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
方

申
込
方
法

　

裏
面
の
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳

ド
ッ
ク
ど
ち
ら
か
一
方
の
助
成
申
請

書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
助
成
申
請

書
を
切
り
離
し
て
か
ら
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
後
、
助
成
金
受
給
者

証
を
郵
送
し
ま
す
。

☆
注
意
事
項
☆

・
他
の
世
帯
の
申
請
書
を
預
か
り
、

　

あ
わ
せ
て
提
出
が
あ
っ
た
場
合
、

　

預
か
り
分
は
当
日
の
最
終
受
け
付

　

け
と
な
り
ま
す
。

・
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
両
方

　

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
平
成
19
・
20
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
の

　

助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、脳
ド
ッ 

　

ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
け

る
方
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
康

診
査
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

○実施医療機関○
医　療　機　関　名 住　　所 電話番号 備　考

牛久愛和総合病院 牛久市猪子町896 ☎ 029 - 873 - 3111
霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター 阿見町中央3 - 20 - 1 ☎ 029 - 887 - 4563
総合守谷第一病院 守谷市松前台1 - 17 ☎ 0297 - 45 - 5111
筑波学園病院 つくば市上横場2573 - 1 ☎ 029 - 836 - 1355
筑波記念病院（つくばトータルヘルスプラザ） つくば市要1187 - 299 ☎ 029 - 864 - 3588
筑波メディカルセンター（つくば総合検診センター） つくば市天久保1 - 2 ☎ 029 - 856 - 3500
取手協同病院 取手市本郷2 - 1 - 1 ☎ 0297 - 74 - 5551
守谷慶友病院 守谷市立沢980 - 1 ☎ 0297 - 45 - 3311 人間ドックのみ
取手北相馬保健医療センター医師会病院 取手市野々井1926 ☎ 0297 - 71 - 9500
きぬ医師会病院 常総市新井木町13 - 3 ☎ 0297 - 23 - 1771
つくば白亜クリニック つくば市真瀬918 - 1 ☎ 029 - 837 - 0208 人間ドックのみ
鳥越クリニック 牛久市女化町223 - 5 ☎ 029 - 874 - 8823
藤代病院 取手市下萱場225 ☎ 0297 - 83 - 7177
龍ヶ崎済生会病院 龍ヶ崎市中里1 - 1 ☎ 0297 - 63 - 7111
宗仁会病院 取手市岡1467 ☎ 0297 - 85 - 8341
丸野医院 取手市稲853 ☎ 0297 - 74 - 4199 脳ドックのみ

☆詳しい検査項目・本人負担額などは、各医療機関へご確認ください。

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん
に
、
疾
病
の
早
期
発

見
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
健
康
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
た

め
、人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
補
助
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
定
健
康
指
導
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

　
　

☎ 

58 - 

２
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
１
８
０
〜
１
１
８
７
）

問
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つくばみらい市人間ドック検診料助成申請書
平成　　　年　　　月　　　日

つくばみらい市長　殿

申請者　住　所　つくばみらい市

　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　下記のとおり人間ドックを利用したいので、承認し、助成くださるよう申請します。なお、検診の結果については、市で

保存し、特定保健指導に活用することを承諾します。
記

受 付 番 号

記 号 み　ら　い 番 号

住 所
〒

　つくばみらい市 電 話 番 号

フ リ ガ ナ
男 ・ 女

生 年 月 日

年　　　月　　　日

年　齢

歳氏 名

フ リ ガ ナ
男 ・ 女

生 年 月 日

年　　　月　　　日

年　齢

歳氏 名

希 望 す る
医療機関の
番 号 に ○
を つ け て
く だ さ い。

　１．牛久愛和総合病院　　　　　　　　　　　　９．取手北相馬保健医療センター医師会病院
　２．霞ヶ浦成人病研究事業団検診センター　　　10．きぬ医師会病院
　３．総合守谷第一病院　　　　　　　　　　　　11．つくば白亜クリニック
　４．筑波学園病院　　　　　　　　　　　　　　12．鳥越クリニック
　５．筑波記念病院　　　　　　　　　　　　　　13．藤代病院
　６．筑波メディカルセンター　　　　　　　　　14．龍ヶ崎済生会病院
　７．取手協同病院　　　　　　　　　　　　　　15．宗仁会病院
　８．守谷慶友病院                                                  

つくばみらい市脳ドック検診料助成申請書
平成　　　年　　　月　　　日

つくばみらい市長　殿

申請者　住　所　つくばみらい市

　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　下記のとおり脳ドックを利用したいので、承認し、助成くださるよう申請します。なお、検診の結果については、市で保存し、

特定保健指導に活用することを承諾します。
記

受 付 番 号

記 号 み　ら　い 番 号

住 所
〒

　つくばみらい市 電 話 番 号

フ リ ガ ナ
男 ・ 女

生 年 月 日

年　　　月　　　日

年　齢

歳氏 名

フ リ ガ ナ
男 ・ 女

生 年 月 日

年　　　月　　　日

年　齢

歳氏 名

希 望 す る
医療機関の
番 号 に ○
を つ け て
く だ さ い。

　１．牛久愛和総合病院　　　　　　　　　　　　８．取手北相馬保健医療センター医師会病院
　２．霞ヶ浦成人病研究事業団検診センター　　　９．きぬ医師会病院
　３．総合守谷第一病院　　　　　　　　　　　　10．鳥越クリニック
　４．筑波学園病院　　　　　　　　　　　　　　11．藤代病院
　５．筑波記念病院　　　　　　　　　　　　　　12．龍ヶ崎済生会病院
　６．筑波メディカルセンター　　　　　　　　　13．宗仁会病院
　７．取手協同病院　　　　　　　　　　　　　　14．丸野医院

✂　キリトリ　✂ ✂　キリトリ　✂
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✂　キリトリ　✂ ✂　キリトリ　✂

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
     ５月 ３日㈰　４日㈪
             ５日㈫    ６日㈬
            11日㈪   18日㈪
            25日㈪   29日㈮
           
読み聞かせ会（虹の会）
　５月９日 ㈯
　　午後２時
　　３歳ぐらいから

おはなし会
 　５月23日 ㈯
　　午後２時
　　３歳～７歳ぐらい

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館へのお問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

　　　　　   が大きく見えます！
　　　　　
　　　　　　　　　新しい拡大読書機を設置しました字

　視覚障がいや視力低下などで文字による情報取得が困難な方の利便性を図り、窓口サービ

スを向上させるため、図書館本館に拡大読書機を設置しました。

　新聞・雑誌・図書などの細かい字を読むときにお使いになると、文字が拡大（4.5 ～ 35倍）

されて読みやすくなります。また、座席でお使いいただく携帯型拡大読書機も貸し出し（館

内のみ）しています。ご利用になるときは、カウンターにお声をおかけください。

◆ ◆ ◆　新しいＣＤを入荷しました　◆ ◆ ◆

　新しいＣＤを入荷しました。ＣＤのジャンルごとに紹介します。
　各種ジャンルを聴いてみませんか？
　※（　）は、アーティスト名、原作者名などです。
【文芸・朗読】
・名調子芥

あくた

川
がわ

隆
たか

行
ゆき

が語る「椿姫」　　　　　　　   ・名調子芥川隆行が語る「忍ぶ川」

・爆笑スーパーライブ第３集（綾
あやの

小
こう

路
じ

きみまろ）           ・船場狂い（山
やま

崎
ざき

豊
とよ

子
こ

／原作）

・食味風々録（阿
あ

川
がわ

弘
ひろ

之
ゆき

／原作）　　　　　　　　・グスコーブドリの伝記（宮
みや

沢
ざわ

賢
けん

治
じ

／原作）

新聞の文字もらくらく読めます
（携帯型拡大読書機）

【歌謡曲・邦楽】
・嵐　Single Collection 1999‐2001（嵐

あらし

）　         ・VOCALIST（徳
とく

永
なが

英
ひで

明
あき

）

・BESTYO（一
ひと

青
と

窈
よう

）　  ・DIARY（青
あお

山
やま

テルマ)　    ・First Message（絢
あや

香
か

）　  

・BEST first things（倖
こう

田
だ

來
く

未
み

） 　・森山直太朗／傑作選2001 ～ 2005（森
もり

山
やま

直
なお

太
た

朗
ろう

）

・自己ベスト２（小
お

田
だ

和
かず

正
まさ

）　 ・ベスト  オブ　五嶋みどり（五
ご

嶋
とう

みどり）

【純邦楽・クラシック・その他】
・相撲甚句全曲集　　　　・ブラバン！甲子園　　　　・ハワイアン　ソングバード

・フィギュア　スケート’ 06‐’ 08　・ヴァイオリン　ファンタジー（高
たか

嶋
しま

ちさ子）

・ライア＆ソネット（村
むら

治
じ

佳
かお

織
り

）

「おはなし会」「読み聞かせ会」は本年度もたくさんの人に来ていただけるよう、楽しいも
のを用意してお待ちしています。ぜひ、お気軽に参加してください。
　会場はどちらも「おはなし室」です。

拡　

大　

読　

書　

機

ＣＤコーナーもぜひご利用ください！
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保 健 だ よ り

受
け
て
い
ま
す
か
？が 

ん 

検 

診

　
ど
ん
な
に
健
康
的
な
生
活
を
心
が
け
て
い
て
も
、
が
ん
の
発
症
を
防
ぎ
き
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療
を
受
け
る
こ

と
で
完
治
も
可
能
で
す
。
が
ん
検
診
は
、
初
期
の
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
に
行

い
ま
す
の
で
、「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
」「
元
気
だ
か
ら
」
と
い
う
方
こ
そ
、

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

が
ん
は
、
平
成
18
年
に
お

い
て
、
市
の
死
亡
原
因
の

１
位
と
な
っ
て
い
る
病
気
で

す
。
が
ん
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
に
は
、
検
診
を
受
診

す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

市
が
実
施
し
て
い
る
「
み

ら
い
健
診
①
」
で
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診

と
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大

腸
が
ん
な
ど
の
が
ん

検
診
を
同
時
に
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※
各
検
診
項
目
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
対

象
者
」
お
よ
び
「
対

つくばみらい市の
原因別死亡順位（H18）

１位　がん

  ２位　心疾患

  ３位　脳血管障害

健診日 会　場 申込期間・時間 定　員 申し込み方法

６月15日㈪
谷和原保健福祉セ
ンター ５月25日㈪

　　　～ 29日㈮
午前９時～午後５時

各日
200人

次のいずれかの方法でお申し込み
ください。
①申し込み専用電話
　☎2

にっこり

5‐２
つ く ば み ら い

９８３
②健康増進課窓口
※本人または同一世帯のみ受け付け可能

６月20日㈯ 伊奈保健センター

●6月に実施するみらい健診①（胃がん検診あり・要予約）

保健カレンダー〔５月版〕

日　　時 会　　場

移　    動
健康相談
（予約不要）

22日㈮
午前９時30分
～ 11時30分

みらい平陽光台
集会所

こころの
健康相談
（予約制）

20日㈬
午後１時30分
～３時30分

谷和原保健福祉
センター

○相　談 ○子どもの健診・教室など
期　日 時　間 対　象

３～４カ月児健診 27日㈬ 午後１時～２時 平成21年２月生
１歳６カ月児健診 21日㈭ 午後１時～２時 平成19年10月生
２歳児歯科健診 15日㈮ 午後１時～２時 平成19年４月生
３歳児健診 11日㈪ 午後１時～２時 平成18年３月生
パパママ教室(予約制) 23日㈯ 午前９時～正午 妊婦とその夫
離乳食教室(前半) 14日㈭

〔予約制〕
午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け

離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

12日㈫ 午前10時～ 11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～12カ月児と保護者

会場：谷和原保健福祉センター

※ピヨピヨ組は、谷和原公民館が会場です。

●詳しくは、「健康管理予定表」を
　ご覧ください。

象
年
齢
」
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
ご
家
庭
に
お
配

り
し
た
「
平
成
21
年

度
つ
く
ば
み
ら
い
市

健
康
管
理
予
定
表
」

で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

早
期
発
見
に
は
、
が
ん
検
診
が
有
効
！

　　健康増進課

（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - ２１００

問

人

がんの部位別死亡者数（茨城県・Ｈ18）

1200
1000
800
600
400
200
0

男
女

胃 大腸 肺 乳房 子宮
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ご存知ですか？

ご
利
用
く
だ
さ
い
！　

健
康
増
進
室

講習・教室 期  日 開始時間 使用料

健康増進室
利用講習会

（１時間30分程度）

９日㈯ 午後１時

100円
12日㈫ 午前９時　
17日㈰ 午後１時　
20日㈬ 午後６時30分

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（40分程度）

６日㈬

午前11時 100円
13日㈬
20日㈬
27日㈬

チューブ運動

（30分程度）

７日㈭

午前11時
100

円

14日㈭
21日㈭
28日㈭

バランスボール

（１時間程度）

８日㈮

午前11時
100

円

15日㈮
22日㈮
29日㈮

【５月スケジュール】

※１

※２

問
申

※
１  

健
康
増
進
室
利
用
講
習
会
…

　

初
め
て
健
康
増
進
室
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
利
用
講
習

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　

学
者
で
16
歳
以
上
の
方

●
定
員
＝
各
日
８
人
（
予
約
制
）

●
申
込
方
法
＝
健
康
増
進
課
（
谷
和

　

原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）ま
で
、

　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
直
接
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
本

　

人
、
家
族
の
み
で
す
。

※
２  

ミ
ニ
教
室
…
「
健
康
増
進
室

利
用
講
習
会
」
を
受
け
た
方
の
み
、

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
（
申
込
方
法

は
講
習
会
と
同
じ
）。

●
定
員
＝
各
日
17
人　
（
予
約
制
・

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

《
申
し
込
み
期
間
》

　

４
月
23
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
25
‐
２
１
０
０

◎使用料…免除制度あり

移動健康相談

実施日 実施時間 会　場

５月22日㈮
午前９時30分
　～ 11時30分

みらい平陽光台
　集会所（陽光台）

６月19日㈮ 城中公民館
（城中）

　

健
康
相
談
の
ほ
か
に
も
、
ふ
だ
ん

ご
家
庭
で
お
飲
み
に
な
っ
て
い
る
お

み
そ
汁
の
塩
分
測
定
や
、
肩
や
ひ
ざ

の
痛
み
・
転
倒
な
ど
を
予
防
す
る
簡

単
な
体
操
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
、
ご
希
望
の

方
に
は
「
骨
密
度
測
定
（
負
担
額

２
０
０
円
）」
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
内　

容
】

・
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健

　

康
相
談

・
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

　

に
よ
る
健
康
体
操

・
各
種
検
査
（
血
圧
測
定
、
体
重
・

　

体
脂
肪
測
定
、
尿
検
査
、
各
家
庭

　

の
汁
物
の
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
）

・
骨
密
度
測
定
（
希
望
者
の
み
、
負

　

担
額
２
０
０
円
）

　
移
動
健
康
相
談
は
、
市
内
の
地
区

公
民
館
な
ど
を
会
場
に
し
て
、
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
近
所
の
方
と
ご
一
緒

に
、
お
近
く
の
会
場
へ
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
と
あ
わ
せ
て
…

【５月・６月の日程】

谷和原保健福祉センターなど３カ所

　

市
内
の
３
カ
所
（
市
役
所
伊
奈

庁
舎
、
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

丘
す
こ
や
か
福
祉
館
）
に
、「
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト

と
は
、
直
腸
が
ん

や
ぼ
う
こ
う
が
ん

な
ど
に
よ
り
、
臓

器
に
機
能
障
が
い
を
負
い
、
腹

部
に
人
工
的
に
排
せ
つ
孔
を
造

設
し
た
人
の
こ
と
で
す
。
日
常

の
排
せ
つ
行
為
に
は
、
さ
ま
ざ

な
苦
労
が
あ
る
た
め
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

新 た に 設 置 さ れ た
オストメイト対応トイレ

●
お
わ
び
と
訂
正

「
平
成
21
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市
健
康

管
理
予
定
表
」
の
『
プ
レ
マ
マ
教
室
』

日
程
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。訂
正
し
、

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  
誤 

10
月
15
日
㈬ 

↓ 

正 

10
月
15
日
㈭

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
し
た
！

（予約不要）

������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������

←オストメイト対応トイレは
　このマークが目印

　

市
で
は
、
人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う

こ
う
を
保
有
し
て
い
る
方
が
、
安

心
し
て
外
出
で
き
る
社
会
環
境
の
整

備
、
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
の
際

に
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

健
康
増
進
室
利
用
日
お
よ
び
利
用
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

●
火
〜
土
曜
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
30
分

　

●
日
曜
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分　
（
月
曜
日
休
室
）
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谷 和 原 庁 舎             ３日・17日

伊 奈 庁 舎           10日・24日

開庁時間：午前８時30分から正午まで

業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　

　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

 【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印
　  鑑登録および印鑑証明書などの発行

※住民票の異動（転入・転出など）および、外国人
の登録・証明書発行などの手続きはできません。

問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　     
　法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　予約・問い合わせ先
   ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　
　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（５月）

行　政　相　談（５月）

教　育　相　談（５月）
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。
　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時
    　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日（祝日は除く）
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
　
●相談員　羽

は

田
た

　暁
さとる

　さん

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく

い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ

りませんか？　こんなとき、行政相談委員にご相談ください。

　日　　時　５月21日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　谷和原保健福祉センター　研修室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　５月８日㈮　法律相談（弁） … 保健福祉センター
　   　12日㈫　法律相談（弁） … すこやか福祉館
　　   15日㈮　心配ごと相談 … すこやか福祉館
　　　　〃　　心配ごと相談 … 保健福祉センター
　　   19日㈫　法律相談（司） … 保健福祉センター
　　   26日㈫　法律相談（弁） … すこやか福祉館　　

 日曜日開庁のお知らせ（５月）

消 費 生 活 相 談　
市消費生活センターでは、商品やサービスなど消費生活全
般に関する苦情や問い合せを専門の相談員が受け付けてい
ます。消費生活についてのトラブルに巻き込まれたり、迷っ
たりしたときには、お気軽にご相談ください。

　日　時　毎週月～金曜日  午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　　　※祝日・年末年始は除く
　場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）　
　　　　　☎ 25 - 3288（センター直通）
　　　　　℻ 57-2288 

       休日当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

５月3日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

4日㈷ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

5日㈷ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

6日㈷ 取手医師会病院 取手市 0297-78-6111

10日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

17日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

24日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

31日㈰ 取手協同病院 取手市 0297-74-5551

  小児科救急当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

　　　　　　くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   

根柄を除く）

板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関 東 商 事 ㈱
0298-36-3007

板橋（高岡を除く）

東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）
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水道漏水修理当番（５月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番

になっていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 金 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579
２ 土 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱新みらい 34 - 1088
３ 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 4854
４ 月 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷口設備工業 52 - 2619
５ 火 松本工業㈱ 58 - 2187 常磐興業㈱ 52 - 2203
６ 水 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
７ 木 成島建設㈱ 58 - 1131 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
８ 金 ㈱山田組 58 - 2351 ㈱豊島産業 52 - 3335
９ 土 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲福新設備工業 52 - 5011
10 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲川口商事 52 - 3286
11 月 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲片見設備工業 52 - 5804
12 火 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常陸管工 52 - 5579
13 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈱新みらい 34 - 1088
14 木 松本工業㈱ 58 - 2187 谷原建設㈱ 52 - 2298
15 金 成島建設㈱ 58 - 1131 谷口設備工業 52 - 2619

16 土 ㈱山田組 58 - 2351 常磐興業㈱ 52 - 2203

17 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常総土木工業㈱ 52 - 5357

18 月 原信田建設㈱ 58 - 0018 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
19 火 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
20 水 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲福新設備工業 52 - 5011
21 木 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲川口商事 52 - 3286
22 金 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲片見設備工業 52 - 5804
23 土 成島建設㈱ 58 - 1131 常陸管工 52 - 5579
24 日 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱新みらい 34 - 1088
25 月 ㈱山田組 58 - 2351 谷原建設㈱ 52 - 2298
26 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
27 水 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常磐興業㈱ 52 - 2203
28 木 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常総土木工業㈱ 52 - 5357
29 金 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
30 土 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
31 日 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011

火災・救急統計
●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

３月分
1件

　0件
0件
1件

　３月分
14件
81件

　17件
112件

21年分
3件

　1件
1件
5件

21年分
48件
242件
　56件
346件

ふ 

る 

さ 

と 

づ 

く 

り 

寄 

附

       

（
３
月
受
領
分
）

　
　

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ　
　

軽 自 動 車 税 　 全 　 期
保 育 料　　　５ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　５ 月 分
水 道 使 用 料　　　３ 月 分
下 水 道 使 用 料　　　３ 月 分
下水道使用料（取）※ ２ 月 分
住 宅 使 用 料　　　５ 月 分
地 代　　　５ 月 分

   ☆納期限は６月１日㈪です。
※（取）：取手地方広域下水道組合

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

匿
名　

50
万
円

【おわびと訂正】

広報つくばみらい３月号、２ページ中「板

橋コミュニティセンター休館日」に誤りが

ありました。おわびして次のとおり訂正し

ます。

　　誤　　　→　　　　正
  ・月曜日　　　　　　　・月曜日

  ・国民の祝日　　　　　・年末年始

  ・年末年始

    ２
日
㈪
＝
庁
議
、
定
例
記
者
会
見

３
日
㈫
＝
定
例
議
会
・
本
会
議

４
日
㈬
＝
定
例
議
会
・
本
会
議

６
日
㈮
＝
常
総
地
方
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

10
日
㈫
＝
市
立
中
学
校
卒
業
式

12
日
㈭
＝
伊
奈
養
護
学
校
卒
業
式

14
日
㈯
＝
元
学
校
医
告
別
式

17
日
㈫
＝
定
例
議
会
・
本
会
議

18
日
㈬
＝
市
立
小
学
校
卒
業
式

19
日
㈭
＝
市
立
幼
稚
園
卒
園
式

21
日
㈯
＝
市
立
保
育
所
修
了
式

23
日
㈪
＝
入
札
、
県
知
事
要
望

24
日
㈫
＝
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
県
つ
く
ば
ま

　
　
　
　

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
来
訪

25
日
㈬
＝ 

常
総
衛
生
組
合
議
会
、
利
根
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
取
締
役
来
訪

26
日
㈭
＝
常
総
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
、
板
橋
コ　

　
　
　
　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
館
式

27
日
㈮
＝
霞
ヶ
浦
用
水
建
設
推
進
協
議
会
事
務
局
来
訪

28
日
㈯
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
・
評
議
員
会

29
日
㈰
＝
第
四
分
団
消
防
車
庫
落
成
式

31
日
㈫
＝
常
総
衛
生
組
合
退
職
者
辞
令
交
付
式
、
市
職 

　
　
　
　

員
退
職
者
辞
令
交
付
式
、
市
社
会
福
祉
協
議

　
　
　
　

会
退
職
者
辞
令
交
付
式
、
教
職
員
辞
令
伝
達
式

   

市
長
３
月
の
動
静
（
3
月
１
日
〜
31
日
）

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公

開
し
ま
す
。

５月の納税など
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地
域
活
動
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
？
「
町

の
清
掃
」、「
近
所
の
お
年
寄
り
の
話

し
相
手
」
な
ど
色
々
な
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
も

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

が
多
数
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
に
加
入
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
地
域
で
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
お
互

い
に
連
携
し
、
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
充
実
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
に

は
24
グ
ル
ー
プ
で
、
約
５
３
０
人
の

会
員
の
方
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
気
に
な
る
活
動
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
自

分
の
住
む
地
域
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る

と
、
あ
な
た
の
人
生
が
も
っ
と
楽
し

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
谷

和
原
支
所
）
へ
の
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
25
‐
２
１
０
１

つ
く
ば
み
ら
い
の

◆
設
立
時
期　

平
成
２
年

◆
会  

員  

数　

10
人

◆
会
の
目
的　

目
の
不
自
由
な
方
々
に
多
く
の
情
報
を
届
け
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　

市
の
各
種
広
報
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
（
音
声
訳
と
い

　
　
　
　
　
　

い
ま
す
）
声
の
広
報
を
作
成　

◆
活
動
実
績　

声
の
広
報
の
お
届
け
、
音
声
公
開
、
利
用
者
と
の
交
流          

　
【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

会
員
構
成
は
30
代
か
ら
70
代
と
幅

広
く
、
世
代
を
超
え
て
和
や
か
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
４
金
曜
日
に
定
例
研
修
会

を
開
き
、
聴
く
方
々
に
わ
か
り
や
す

く
正
確
な
音
声
訳
を
目
指
し
て
勉
強

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朗
読
講
座
等
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

音
声
訳
は
「
声
の
プ
リ
ン
ト
」
と

も
い
わ
れ
、
活
字
情
報
を
正
確
に
音

に
訳
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
、
地
名
・
人
名
・
用
語
な

ど
の
正
し
い
読
み
方
を
調
べ
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
機
能

が
重
要
で
何
度
も
訂
正
の
た
め
録
音

し
な
お
し
ま
す
。
新
鮮
な
情
報
を
お

届
け
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く

テ
ー
プ
を
作
成
す
る
こ
と
も
心
が
け

    【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

本
会
は
、
茨
城
県
の
講
習
を
受
け

て
、
認
定
さ
れ
た
有
資
格
者
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
活
動
は
、
高
齢
者
の
方
々

を
対
象
と
し
て
、
寝
た
き
り
に
な
る

こ
と
を
予
防
し
、
か
つ
、
い
つ
ま
で

も
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
日
常
の

生
活
が
一
日
で
も
長
く
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」

「
だ
れ
に
で
も
」
で
き
る
体
操
を
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
誤ご
え
ん嚥
予
防
の
体
操
も
併
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体
操
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
長
く
続
け
て
参
加
さ
れ
て

◆
設
立
時
期　

平
成
18
年
４
月

◆
会  

員  

数　

26
人

◆
会
の
目
的　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
指
導
を
通
し
て
社
会
活
動

　
　
　
　
　
　

に
参
加
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す
「
健
康
長
寿
社
会
」

　
　
　
　
　
　

実
現
に
貢
献
す
る

◆
活
動
実
績　

生
き
活
き
ク
ラ
ブ
・
長ち
ょ
っ
く
ら
ぶ

楽
部
・
出
前
講
座
（
介
護
福
祉

　
　
　
　
　
　

課
）、
会
食
サ
ー
ビ
ス
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
他
（
社
会

　
　
　
　
　
　

福
祉
協
議
会
）、
移
動
健
康
相
談
（
健
康
増
進
課
）・
各

　
　
　
　
　
　

地
域
の
高
齢
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
方
々
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
正
確
で
分
か
り

や
す
い
音
声
訳
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー　

☎
25
‐
２
１
０
１

　
　

い
る
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

 　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー　

☎
25
‐
２
１
０
１

問

誤嚥予防の体操を指導する様子

  毎月わかりやすく正確な音声訳を作成しています

問

市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

朗
読
グ
ル
ー
プ
か
た
く
り 

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
会
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●
申
し
込
み
に
つ
い
て

　　

①
受
付
期
間　

４
月
16
日
㈭
〜
５
月
８
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

②
受
付
場
所

　
　

○
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課
（
加
藤
２
３
７
）

　
　
　
　
　

月
〜
金
曜
日　

☎ 

58 -

２
１
１
１

　
　

○
伊
奈
公
民
館　
（
福
田
１
９
５
）

　
　
　
　
　

火
〜
日
曜
日　

☎ 

58 - 

５
０
８
１

　
　

○
谷
和
原
公
民
館　
（
古
川
１
０
２
５
）

　
　
　
　
　

火
〜
日
曜
日　

☎ 
52 -

２
１
４
１

　

③
受
講
対
象

　
　

原
則
、
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

●
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意

　

①
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
受
付
場

　
　

所
へ
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
で
お
申
し
込

　
　

み
く
だ
さ
い
。
※
郵
送
は
、
５
月
8
日
㈮
必
着

　

②
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

③
定
員
を
超
え
た
場
合
、
５
月
13
日
㈬
午
前
10
時

　
　

に
、
谷
和
原
庁
舎
2
階
会
議
室
で
公
開
抽
選
会

　
　

を
行
い
ま
す
。
受
講
決
定
通
知
は
、
別
途
送
付

　
　

し
ま
す
。

　

④
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
講
座
を
開
設
し
な

　
　

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

⑤
諸
事
情
に
よ
り
講
座
内
容
・
開
催
日
時
・
場
所

　
　

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

⑤
開
催
場
所
へ
は
、
各
自
で
お
集
ま
り
い
た
だ
き

　
　

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

生涯学習・公民館講座募集

講 座 名 Let's  English! ―英会話講座―　【託児付き】 定　　員 20人

開催日時
６月25日、７月９日・23日、８月27日、９月10日・24日、10月８日・
22日、11月12日・26日（各木曜日）【全10回】午前10時30分～正午

開催場所 谷井田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

費　　用 1,000円

内　　容
簡単な日常会話を中心に学習します。初心者の方が対象なので、安心してご参加ください。いつもの自分に少
しだけ自信をつけてみませんか。※託児希望者は用紙に必要事項をご記入ください。

講師：京
きょうだ

田　みわ子
こ

講 座 名 ―大人の社会科見学―   羽田飛行機整備工場見学 定　　員 30人

開催日時 ６月23日㈫　午前８時～午後４時30分
集合場所 谷和原公民館
費　　用 2,500円（昼食代）

内　　容
羽田空港に隣接している日本航空の飛行機整備工場を見学します。普段はなかなか見ることのできない整備工場をのぞ
いてみませんか。飛行機の仕組みについて説明を聞いた後、大きな機体を間近で見学します。午後は、第１ターミナル
の見学をお楽しみください。

講 座 名 わくわくチャレンジ講座（前期） 対　　象 小学１年生～中学３年生

開催日時
６月６日・27日、７月11日・21日、８月７日【全５回】（土曜日他）
午前９時30分～ 11時30分他

開催場所 谷和原公民館　他

費　　用 教材費など

内　　容
異年齢の集団で体験活動を行い、自主性・協調性・忍耐力を高め、互いに助け合う心・思いやる心を育てます。
（内容：おもしろ理科先生の実験・ケーキ作り・楽しいハガキ作り・茶道体験など）
※後日、学校に募集案内を配布した際にお申し込みください。市外に通学している方はお問い合わせください。

講 座 名
―わくわく親子でチャレンジ！―
イルカウォッチングと醤

しょうゆ

油工場見学 定　　員 小学生以上の親子15組

開催日時 ８月21日㈮　午前７時30分～午後６時
集合場所 市役所 谷和原庁舎

費　　用 １組6,000円（乗船料）

内　　容

銚子沖でイルカウォッチングができるのを知っていますか。今回観察するのは、国際的に保護されているとても貴重な「ス
ナメリ」というおとなしいイルカです。大海原を泳ぐスナメリに会いに行ってみませんか。午後は、ヤマサ醤油工場を
見学します。日本人にはかかせない醤油の製造過程について学習します。
※お子様一人につき、保護者の方お一人の参加になります。
※乗船時間は１時間30分程度です。
※昼食は、お弁当をお持ちになるか、各自おとりください。（海鮮レストランのある『ウォッセ21』でお昼休憩有り）
※天候によって中止になる場合やイルカが見られない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

生 涯 学 習 課

平成21年度　前期
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伊 奈 公 民 館

講 座 名 らくらく！ソフトエアロビクス　講座 定　　員 30人

開催日時
６月４日・18日、７月２日・16日、８月６日・20日、９月３日・17日（各木曜日）
【全８回】　午後１時30分～３時

開催場所 伊奈公民館

費　　用 無　料

内　　容

ソフトエアロビクスをはじめてみませんか？
リズムに乗って体を動かせば、運動不足やストレスも解消されてスッキリ爽快！自分のペースで無理なく楽し
く続けられます。ダイエットやメタボリックにも効果的。
みなさん気軽にご参加ください！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  講師：大

お お で

出　愛
あい

講 座 名 押し花　講座 定　　員 15人

開催日時
６月６日、７月４日、８月１日、９月５日、10月３日（各土曜日）【全５回】
午後１時30分～３時30分

開催場所 伊奈公民館

費　　用 5,000円
（教材費）

内　　容
花押しのやり方からはじまり、はがきやミニフレーム、ウェルカムボードなどを作ります。最後には、ご自分
で押した花を使って、額飾りをつくりましょう。押し花で日常生活に彩りをそえてみませんか！
（募集期間中、伊奈公民館に作品見本を展示します。ぜひご来館ください。）　　　　　　　   講師：熱

あ つ た

田　文
ふ み こ

子

講 座 名 はじめての中国語講座 定　　員 15人

開催日時
６月14日・28日、７月12日・26日、８月９日・23日、９月13日（各日曜日）
【全７回】　午前９時30分～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館

費　　用 無　料

内　　容
日常会話を中心に、発音の基礎から学びます。気軽に、まずは楽しく大きな声で「ニイハオ！（こんにちは）」

からはじめましょう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   講師：下
しもとり

鳥　武
たけお

夫

講 座 名 移動学習　一日陶芸体験講座① 定　　員 15人

開催日時 ６月26日㈮　午前８時30分～午後５時（予定）
集合場所 伊奈公民館

費　　用 5,500円

内　　容
焼き物の街・笠間市で、一日たっぷり陶芸にひたってみませんか？
陶芸美術館を鑑賞後、笠間焼きの窯元・大

お お つ

津晃
こうよう

窯さんで陶芸（ろくろ）体験をします。プロの指導のもと「ろくろ」
を回せば、気分はすっかり陶芸家?!　　※日程・費用の詳細は、伊奈公民館にお問い合わせください。

講 座 名 切り絵講座 定　　員 15人

開催日時
７月４日・11日・18日・25日、８月１日（各土曜日）【全５回】
午前９時30分～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館

費　　用 1,000円

内　　容
切り絵は、白黒に染め分けた下絵を黒い紙に固定し、不要な部分を切り抜いて絵を作り上げていく絵画の手法
のひとつです。まずは、簡単な図柄で基礎を学びます。伝統の切り絵をあなたもはじめてみませんか！
（募集期間中、伊奈公民館に作品見本を展示します。ぜひご来館ください。）                            講師：久

く ぼ た

保田　孝
たかし

講 座 名 移動学習  ふれあいツアー　～ 感動のふるさと 北茨城をたずねて ～ 定　　員 50人

開催日時 ７月17日㈮　午前８時30分～午後５時（予定）
集合場所 伊奈公民館

費　　用 5,500円

内　　容
近代日本美術の基礎を築いた岡

おかくらてんしん

倉天心や横
よこやまたいかん

山大観らが愛し、童謡の作詞家・野
のぐちうじょう

口雨情の故郷である北茨城市を
訪ねます。松林と青い海のコントラストが美しい五浦海岸など、雄大な自然の中で故人たちが感動し、絵画や
詩に表現した名風景を皆さんも感じてみませんか。※日程・費用の詳細は、伊奈公民館にお問い合わせください。

講 座 名 自力整体講座 定　　員 30人

開催日時
８月25日、９月８日・22日、10月13日・27日（各火曜日）【全５回】
午後１時30分～３時

集合場所 伊奈公民館

費　　用 無　料

内　　容

自力整体とは、ヨガから生まれた自分で体をマッサージする整体法です。自己の自然治癒エネルギーで気を高め、
血の巡りを良くし、高体温・高排泄でホルモンバランスや心と体のバランスを整えてゆきます。自分自身で加
減を調節できるので、無理なく続けられます。心と体のスッキリ感をぜひ体験してください！

講師：石
いしかわ

川　美
み ち こ

智子
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谷和原公民館

講 座 名 ペン字入門講座 定　　員 15人

開催日時
９月９日・30日、10月14日・28日、11月11日（各水曜日）【全５回】
午前９時30分～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館

費　　用 500円

内　　容

ハガキや封書の宛名書き、冠婚葬祭etc…。書いた文字が人目に触れる機会はけっこう多いものです。「もっと字
が上手なら…。」そう思っている方も多いはず。ペンで文字を書くことの基本をもう一度学び直しませんか。
みなさん一緒に文字美人を目指しましょう！

講師：山
やまなか

中　光
み つ え

江

講 座 名 布草履を作ろう!! 定　　員 20人

開催日時 ５月28日㈭　午後１時30分～４時30分
開催場所 谷和原公民館

費　　用 300円（材料費）

内　　容

 ・・・・エコな生活・・・・
今、環境問題が大きく取り上げられています。私たちが普段から心がけなくてはいけない事、「家庭から出るゴ
ミを減らす！」ですね。
そこで今回は、家庭に眠っている「古着」を利用して「布草履」作りにチャレンジします。
※個人準備物がありますので、受講決定後各自準備していただきます。 

                            講師：齋
さいとう

藤 篤
あつとし

俊・順
じゅんこ

子

講 座 名 すぐに役立つ　韓国語 定　　員 20人

開催日時
５月30日、６月６日・20日、７月４日・18日・25日（各土曜日）【全６回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館

費　　用 300円（教材費）

内　　容
もっとも身近な外国として「韓国」が、人気を博しているようです。そして韓国映画も変わらぬ人気のようです。
そこで今回は、「すぐに役立つ」をキーポイントに韓国語の知識を増やしてみませんか？　

講師：高
たかやま

山　貴
き え

衣

講 座 名 絵手紙 定　　員 20人

開催日時
６月４日・18日、７月２日・16日・30日、８月６日・27日（各木曜日） 【全７回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館

費　　用 5,000円（教材費）

内　　容
「ヘタでもいい」「ヘタがいい」からはじまる絵の手紙です。季節を感じながら、四季折々を墨と筆で描き、顔
料で色づけします。あなたの気持ちを伝えてみましょう! 季節とともに…

講師：吉
きっかわ

川　美
み か

香

講 座 名 楽しいハーモニカ 定　　員 20人

開催日時
６月10日・24日、７月８日・22日、８月26日、９月９日・30日（各水曜日）
 【全７回】　午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館

費　　用 6,000円（教材費）

内　　容

今、ハーモニカが静かなブームを呼んでいます。手軽でポッケに入る小さな音楽の玉手箱。歌心があれば、誰
でも楽しく吹けて、心癒してくれます。
さぁ !! チャレンジしてみましょう。ハーモニカ！

                                                                        講師：米
よねやま

山　栄
ひでお

男

講 座 名 アロハシェイプ　（フラダンス） 定　　員 20人

開催日時
６月10日・17日・24日、７月８日・15日・22日・29日（各水曜日） 【全７回】
午後３時～４時30分

開催場所 谷和原公民館

費　　用 200円（教材費）

内　　容

年齢を問わずチャレンジできるフラダンス。実はこのフラダンスには、シェイプアップ効果があるそうですよ!
常に軽く膝を曲げた状態でステップを踏み、姿勢を正し腰を振るので足周りと腰周りの筋肉のシェイプアップ
効果と、ハンドモーションでは腕を高く上げる動作もあり、二の腕も引き締める効果があるそうです。
美しいハワイアンメロディに合わせ、楽しく踊ってみましょう。

　講師：佐
さ さ き

々木　みえ
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通
い
ま
せ
ん
か
！

 

よ
つ
わ
大
学

講 座 名 移動学習「美しさ」をもとめて… 定　　員 30人

開催日時 ７月 ３日㈮　午前８時30分～午後５時
集合場所 谷和原公民館

費　　用 5,200円（見学・食事代）

内　　容

目黒雅叙園は、映画「千と千尋の神隠し」の油屋のモデルと言われています。また、国の有形文化財に指定され、
“昭和の竜宮城” とも呼ばれています。

今回は、文化財に指定されている「百人階段」の説明を聞きながらじっくり見学します。
そして午後は、東京都庭園美術館です。自然・建物・美術品を併せて楽しんでみてください。

講 座 名 十五夜お月様 定　　員 20人

開催日時 ９月９日（水）午前10時～ 11時30分
開催場所 谷和原公民館

費　　用 2,500円（材料費）

内　　容

　　　・・・・・月見団子の作り方　と　おいしいお茶の飲み方・・・・・
慌しい日々に「ひと休み」してみませんか?
お月見の習慣は、遠～い昔から伝えられてきました。秋の澄んだ空に昇る満月は、一年で最も明るく美しく見
えます。今年は月見団子を作って、おいしいお茶を用意して、ご家族で「お月見」を楽しんでみませんか?

講師：市民ボランティアの方々、木
き む ら

村　誠
まこと

（石橋園）

講 座 名 おうち居酒屋 定　　員 20人

開催日時
９月15日・29日、10月13日・27日、11月10日（各火曜日） 【全５回】
午前10時00分～午後０時30分

開催場所 谷和原公民館

費　　用 5,000円（材料費）

内　　容

景気後退とともに「おうち志向」が高まっています。そこで、今回の料理教室は「簡単におうちで作れる居酒屋
料理」をとりあげてみました。ご飯のおかずにもOK ! 酒のさかなとしてもOK ! そんな料理を紹介します。男性
のご参加大歓迎です。

講師：根
ね ぎ し

岸　拓
た く や

也（根岸屋）

講 座 名 移動学習　お花の勉強会 定　　員 30人

開催日時 ９月16日㈬　午前９時～午後４時
集合場所 谷和原公民館

費　　用 4,000円（教材・食事代）

内　　容

     　 ・・・・・寄せ植えづくり・・・・・
暑さも一段落し、秋の草花が元気に、そして美しさを増す時期です。これから美しさを増す「秋の草花」を寄
せ植えにしてみましょう。
そして、県フラワーパーク内の草花を見学し、心癒されてみませんか?

【伊奈会場】
【谷和原会場】

伊 奈 会 場
●５月～翌年２月までの毎月第３　
　水曜日に開催【全７回】　（８月と
　１月は休講）
●午前10時～午後２時30分
●クラブは、園芸･歴史･カラオケ･
　健康体操から選択

谷和原会場
●６月～翌年２月までの毎月第１水曜日
　に開催【全７回】（11月と１月は休講）
●午前10時～午後２時30分
●クラブは、健康歌道場（童謡）・太極拳・
　パソコン・和紙おりがみ・囲碁から選
　択

回 開催期日 内　容 回 開催期日 内　容
第１回 ５月20日 開講式と講話 第１回 ６月３日 開講式と講話
第２回 ６月17日 交通安全教室 第２回 ７月１日 小絹水処理センター

（下水道課）見学
第３回 ７月15日 太極拳 第３回 ８月５日 みんなで歌いましょ

う！（童謡・唱歌）
第４回 ９月16日 視聴覚学習 第４回 ９月２日 歴史散策「間宮林蔵」
第５回 11月18日 歴史館出前講座 第５回 10月７日 移動学習（水戸方面）
第６回 12月16日 映画鑑賞 第６回 12月２日 体験  ネオステンドで

作るクリスマス飾り
第７回 ２月17日 閉講式と講話 第７回 ２月３日 閉講式と講話
◎10月21日　移動学習（希望者のみ）   ◎11月18日　シニア映画会
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※年間学習予定は、内容が変更になる場合があります。
※会場へは、各自でお集まりいただきます。あらかじめご了承ください。

【年間学習予定】
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講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

会場 (  生  ・ 伊  ・ 谷  ) 〒300‐2　　
つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

会場 (  生  ・ 伊  ・ 谷  ) 〒300‐2　　
つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

会場 (  生  ・ 伊  ・ 谷  ) 〒300‐2
つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

会場 (  生  ・ 伊  ・ 谷  ) 〒300‐2
つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

会場 (  生  ・ 伊  ・ 谷  ) 〒300‐2
つくばみらい市

※会場名に○をつけてください(生涯学習課＝生、伊奈公民館＝伊、谷和原公民館＝谷）

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

Let ‘s   English!
―英会話講座―

〒300‐2
つくばみらい市

※託児希望の場合は、※欄もご記入ください。
（６月25日時点で生後６カ月より預かり可）

※子の名前（ふりがな） ※生年月日 ※性別

H　  　.　   　.
　　　　　　歳　　カ月

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

―わくわく親子でチャレンジ！―
イルカウォッチングと

醤油工場見学

※お子様一人に、保護者の
　方一人がご参加ください

〒300‐2
つくばみらい市

子の名前（ふりがな） 学校名 学　年 性別

　　　　　　　　　　学校 　　　　　　　年　　　組

＜ 申 込 用 紙 ＞

会　場　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

会場( ○で囲んでください )
伊 奈 会 場

谷 和 原 会 場

〒300‐2
つくばみらい市

会　場　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

会場( ○で囲んでください )
伊 奈 会 場

谷 和 原 会 場

〒300‐2
つくばみらい市

希望クラブ

【よつわ大学　参加申込書】 ※入会金3,500円を添えてお申し込みください。

希望クラブ

【生涯学習課・伊奈公民館・谷和原公民館　前期講座申込書】




